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今月の表紙
国際交流イベント「わたしの国の自慢大会」に参加した皆さん。
ベトナム・アルゼンチンの人が参加し、交流を行いました。

令和５年度施政方針
（P４~７）
・�施政方針や予算の概要、
主な取り組みをお知らせ
・�令和５年度は「絆の再構
築」予算

みんなのひろば
（P28）
・はじめての抹茶体験
・ちゃんと歩けば効果倍増
・初心者向けスマホ教室
・人権の花を届ける

プレゼントクイズ
（P29）
クイズに答えてプレゼント
をもらおう
今月は義定刃物の「包丁」

TOPIC

特集  多文化共生社会

日本人も外国人も地域の一員



文
化
共
生
と
は
、「
国
籍
な

ど
の
異
な
る
人
々
が
お
互
い

の
文
化
や
違
い
な
ど
を
認
め

合
い
、
対
等
な
関
係
を
築
こ
う
と
し
な
が

ら
、
地
域
社
会
の
構
成
員
と
し
て
共
に
生

き
て
い
く
こ
と
」を
言
い
ま
す
。

町
内
に
は
約
９
０
０
人
の
外
国
人

現
在
、
日
本
の
在
留
外
国
人
は
約
３
０

０
万
人
い
ま
す
。
１
９
９
０
年
ご
ろ
か
ら

大
幅
に
増
加
し
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

後
に
減
少
に
転
じ
た
も
の
の
、
そ
の
後
再

び
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

在
留
外
国
人
の
国
籍
は
、
１
９
８
０
年

代
は
中
国
、
韓
国
・
朝
鮮
が
大
半
を
占
め

て
い
ま
し
た
が
、
90
年
代
に
入
る
と
ブ
ラ

ジ
ル
な
ど
の
中
南
米
が
増
加
し
、
近
年
は

ベ
ト
ナ
ム
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
の
東
南
ア

ジ
ア
が
増
え
て
い
ま
す
。

久
御
山
町
で
も
、
約
９
０
０
人
の
外
国

人
が
暮
ら
し
て
お
り
、（
令
和
４
年
12
月

末
現
在
）今
後
も
増
加
し
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

地
域
社
会
の
新
し
い
活
力

外
国
人
が
地
域
の
活
動
に
参
加
す
る
こ

と
は
、
人
と
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広

げ
、
地
域
社
会
の
新
し
い
活
力
を
生
み
出

し
ま
す
。
多
文
化
共
生
の
意
識
を
高
め
る

こ
と
は
、
日
本
人
も
外
国
人
も
一
人
ひ
と

多文化共生を考える

共
と も

に生きる、共
と も

につくる社会

多

町内に住む外国人の国籍トップ３町内に住む外国人は約900人

ベトナムが１位で、
全体の半分近くを、
中国、韓国がそれぞ
れ約８分の１を占めて
います。４位以降は、
タイ、フィリピン、ブ
ラジル、インドネシア
と続きます（令和４
年12月末現在）。

町民のうち外国人が
占める割合は5.8㌫
で、約18人に１人が
外国人です。過去５
年間では、約1.5倍に
推移しています。

418人

ベトナム

中国 韓国

120人 104人

平成30年

※各年12月末現在の人数

令和元年 令和２年 令和３年 令和４年

896人

736人657人
574人

738人 過去最高人数
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り
が
気
持
ち
よ
く
暮
ら
せ
る
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

日
本
人
も
外
国
人
も
地
域
の
一
員
と
し

て
共
に
認
め
合
い
、
お
互
い
の
力
を
合
わ

せ
な
が
ら
、
誰
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
を

つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

わ
た
し
の
国
の
自
慢
大
会

２
月
23
日
、
日
本
人
と
外
国
人
の
交

流
イ
ベ
ン
ト「
わ
た
し
の
国
の
自
慢
大
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
日
本
の
遊
び「
す

ご
ろ
く
」を
通
じ
て
、
マ
ス
目
に「
防
災

に
関
す
る
ク
イ
ズ
」や「
ご
み
の
分
別
方

法
」、「
外
国
の
地
域
の
ク
イ
ズ
」な
ど
の

問
題
を
設
定
し
、
日
本
で
の
生
活
に
必
要

な
知
識
や
外
国
の
文
化
な
ど
を
学
び
な
が

ら
交
流
し
ま
し
た
。

す
ご
ろ
く
で
の
交
流
後
は
、
各
国
の
お

菓
子
を
食
べ
な
が
ら
懇
談
会
を
実
施
。
有

名
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
外
国
で
の
食
文
化

な
ど
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が「
わ
た
し
の

国
」の
紹
介
を
し
た
り
、
日
本
に
来
て
驚

い
た
こ
と
な
ど
を
発
表
し
、
お
互
い
の
文

化
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

言
葉
や
文
化
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、

交
流
を
通
じ
て
お
互
い
の
国
や
人
柄
を
知

る
機
会
と
な
り
、
多
文
化
共
生
を
考
え
る

１
日
と
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ
／
総
務
課

1日本のおもちゃでドキドキを体験 2ごみの
分別クイズに挑戦 3みごとクイズに正解 4人
生初の大型サイコロを振ります 5子どもも外
国人と交流しました 6けん玉に挑戦 7お菓子
を食べながらの懇談会

1

2 3

4 5

6 7

イベントに参加した２人の Q A＆

チャン・ヴァン・クォン さん

ベトナム出身

Ｑ日本にきて驚いたことは？
Ａカラスが公園や町中にいることで
す。ベトナムではカラスはほとんど
見かけません。以前、錦市場で働い
ていましたが、朝にカラスがたくさ
んいてビックリしました。

Ｑ主食は何ですか？
Ａベトナムの朝はフォーを食べます。
フォーの麺は米からできています。

Ｑお肉はよく食べますか？
Ａ毎朝食べます。１日１人あたり500㌘
くらい食べます。牛肉は、１㌔㌘あた
り700円くらいで売っていて、日本よ
り安く手に入ります。

Ｑお米は食べますか？
Ａ主食はパンですが、お米はサラダに
入れて食べます。ミルクと砂糖で甘
く炊いて食べたりもします。

ヒグチ・ヒルダ さん

アルゼンチン
出身
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令
和
５
年
度
の
施
政
方
針
と
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。問

合
せ
／
企
画
財
政
課

人と人との「絆の再構築」の推進
※千の位、四捨五入

①地域の絆を深める防災訓練の実施　449万円
　�昭和28年の水害から70周年の節目として、あらためて防災意
識向上の取り組み（総合防災訓練や水害70周年事業）を実施

②地域のきずな再構築支援補助事業の創設　250万円
　�地域のきずなをつなぐための取り組みや、地域の課題解決に向
けた取り組みを支援

③人と人をつなぐ まちのがっこう開催支援　714万円
　�まちのにわ構想推進のため、すべての世代の人が集まり、活躍
し、絆を深める場に！

④「絆の再構築　地域で子育て！」推進事業の実施　100万円
　�地域子育てシンポジウムの開催や、地域で子どもと子育てを支
えるモデル事業に対する補助制度を創設

⑤子育て応援定期便事業の創設　396万円
　�おむつなどの育児用品の配布と、育児の疑問や悩みを聞くアウ
トリーチ型の取り組みを実施

信貴 康孝 しんき やすたか

昭和40年生まれ。佐山出身・在
住。近畿大学商経学部卒業。平
成19年４月に久御山町議会議員
に初当選。平成23年５月から町
議会議長。平成24年８月から久
御山町長。現在３期目。

「
絆
の
再
構
築
」
予
算

コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間
を
振
り
返
る
と
、

長
期
に
わ
た
り
多
く
の
人
々
が
距
離
を
置

く
こ
と
と
な
り
、
人
間
関
係
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
が
進
行
し
た
期
間

と
な
り
ま
し
た
。
自
然
災
害
を
念
頭
に
お

い
て
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
い
わ
ゆ

る
「
人
と
人
と
の
絆
」
は
大
変
重
要
で
、

何
と
し
て
も
早
期
に
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
と
強
く
望
む
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
状
況
を
寂
し
く
感
じ
る
と
と
も
に

非
常
に
憂
慮
し
て
お
り
、
何
と
か
人
と
人

と
の
繋
が
り
の
希
薄
化
を
防
げ
な
い
も
の

か
と
考
え
、
こ
の
令
和
５
年
度
の
一
般
会

計
を
「
絆
の
再
構
築
」
予
算
と
位
置
付

け
、「
地
域
の
絆
」、「
人
と
人
と
の
絆
」、「
地

域
で
子
育
て
を
推
進
す
る
絆
」
を
再
構
築

令
和
５
年
度

◀
予
算
書

◀
施
政
方
針
全
文

施政方針と
予算案の詳細

施
政
方
針
・
予
算
（
概
要
）

本会議場で施政方針演説をする信貴
町長（３月２日）▶
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す
る
事
業
を
重
点
施
策
と
し
、
積
極
的
な

予
算
編
成
と
し
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を

　
令
和
４
年
は
、
３
年
連
続
で
コ
ロ
ナ
禍

に
翻
弄
さ
れ
た
年
で
し
た
が
、「
感
染
予
防

対
策
の
継
続
」
と
「
社
会
経
済
活
動
と
の

両
立
」
を
推
進
す
る
本
格
的
な
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
の
日
常
に
移
行
さ
れ
、
事
業
や
行
事

な
ど
が
工
夫
さ
れ
な
が
ら
実
施
さ
れ
始
め

た
年
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
対
策
と
し
て
、
２
年
連
続
で

の
「
水
道
料
金
基
本
料
の
助
成
」
や
「
ワ

ク
チ
ン
接
種
体
制
の
確
保
」、「
出
産
・
子

育
て
応
援
交
付
金
」
な
ど
の
施
策
を
予
算

化
す
る
な
か
で
、
１
月
補
正
時
点
の
歳
入

・
歳
出
の
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
約
86
億
４
千

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
の
予
算
は
、
町
税
全
体
で

約
１
億
２
３
０
０
万
円
の
増
収
を
見
込
ん

で
い
ま
す
が
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
１
億

１
１
０
０
万
円
を
繰
り
入
れ
た
予
算
編
成

と
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
先
行

き
に
加
え
、
物
価
高
騰
や
円
安
な
ど
の
影

響
、
ま
た
、
義
務
的
経
費
の
増
額
が
予
測

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
持
続
可
能
な
行
財
政

運
営
の
た
め
に
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド

・
ビ
ル
ド
を
常
に
意
識
し
、
経
常
的
な
歳

出
の
抑
制
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
安
定

し
た
財
源
確
保
の
た
め
の
税
収
確
保
に
鋭

意
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

水
害
か
ら
70
年
目 

防
災
・
減
災
を
例
年
以
上
に
認
識

　
令
和
５
年
は
、
昭
和
28
年
の
水
害
か
ら

70
年
目
と
な
り
ま
す
。
５
年
に
１
度
の
総

合
防
災
訓
練
の
実
施
や
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
を
は
じ
め
、
防
災
・
減

災
を
例
年
以
上
に
再
認
識
す
べ
き
年
と
位

置
付
け
、
住
民
の
皆
さ
ま
へ
の
「
自

助
」、「
共
助
」
の
さ
ら
な
る
意
識
啓
発

や
、
国
や
府
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強

化
し
、
本
町
の
体
制
強
化
、
危
機
管
理
の

徹
底
に
尽
力
し
ま
す
。

全
世
代
・
全
員
活
躍
の
ま
ち
づ
く
り

　
私
の
公
約
で
あ
る
「
歴
史
の
創
造
　
く

み
や
ま
　
夢
実
現
計
画
　
55
の
宣
言
」
に

あ
る
、「
く
ら
し
を
守
る
安
全
・
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
」、「
み
ら
い
に
進
化
す
る
ま
ち
づ

く
り
」、「
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
づ
く
り
」、「
ま
な

び
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
め

ざ
し
、
全
世
代
・
全
員
が
活
躍
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
と
「
だ
れ
ひ
と
り
取
り
残
さ
な

い
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ

し
、「
絆
の
再
構
築
」
が
で
き
る
よ
う
全
身

全
霊
で
取
り
組
み
ま
す
。

会　計　別　予　算
※千の位、四捨五入

会　　計　　名 予算額 前年度比 増減

一般会計 74億8,000万円 ▲４億3,100万円 ▲5.4 ㌫

特
別
会
計

国民健康保険(事業勘定) 19億1,140万円 ▲6,490万円 ▲3.3 ㌫

三郷山財産区 2,036万円 794万円 63.9 ㌫

介護
保険

保険事業勘定 16億5,770万円 5,340万円 3.3 ㌫
介護サービス事業勘定 1,200万円 ▲10万円 ▲0.8 ㌫

後期高齢者医療 3億1,220万円 1,140万円 3.8 ㌫

企
業
会
計

水道事業 9億4,124万円 173万円 0.2 ㌫

下水道事業 12億8,759万円 1億7,992万円 16.2 ㌫

合　　　　計 136億2,249万円 ▲2億4,162万円 ▲1.7 ㌫

施政方針・予算（概要）
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産
業
・
魅
力
発
信

▼
肥
料
価
格
高
騰
に
影
響
を
受
け
て
い
る

水
稲
の
生
産
者
を
支
援

▼
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
の
利
活
用
の
た

め
の
社
会
実
験
を
実
施

▼
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
取
得
や
特
産
品
開
発
な
ど

の
事
業
に
対
し
て
補
助

▼
産
業
大
使
の
増
員
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
活

用
に
よ
り
、
情
報
発
信
の
仕
掛
け
づ
く

り
を
継
続
し
て
実
施

土
地
利
用
・
道
路
・
治
水

▼
新
市
街
地
「
み
な
く
る
タ
ウ
ン
」
の
整

備
推
進
の
た
め
、
土
地
区
画
整
理
組
合

設
立
を
支
援

▼
久
御
山
中
央
公
園
や
「
み
な
く
る
タ
ウ

ン
」
の
整
備
事
業
と
一
体
的
に
整
備
す

る
調
整
池
の
調
査
、
設
計
業
務
を
実
施

▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
修
繕
整
備

し
、「
歩
く
ま
ち
く
み
や
ま
」
を
推
進

公
共
交
通

▼
バ
ス
交
通
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
バ

ス
停
の
上
屋
を
設
置

公
園
・
緑
地

▼
「
ま
ち
の
に
わ
構
想
」
推
進
の
た
め
、

地
域
主
体
の
イ
ベ
ン
ト
（
ま
ち
の
が
っ

こ
う
）
の
開
催
支
援

環
境

▼
久
御
山
町
環
境
基
本
計
画
の
策
定
を
進

め
、
環
境
政
策
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

を
実
施

教
育
・
子
育
て
支
援
・
就
学
前
教
育

▼
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
が
行
え
る
よ
う

教
師
力
向
上
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
配

置
▼
親
と
子
の
関
係
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を

提
供
す
る
ペ
ア
レ
ン
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
実
施

【
一
般
会
計
】

地
方
公
共
団
体
の
基
本
的
・
全
般
的

な
費
用
を
経
理
す
る
会
計

【
特
別
会
計
】

特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
、
一
般

会
計
と
区
分
し
て
経
理
す
る
た
め
の
会
計

【
公
営
企
業
会
計
】

上
下
水
道
事
業
な
ど
の
公
営
企
業
を

経
理
す
る
た
め
の
会
計

【
歳
入
】

▼
町
税
…「
町
民
税
」「
固
定
資
産
税
」「
町

た
ば
こ
税
」
な
ど

▼
国
庫
支
出
金
…
国
が
地
方
公
共
団
体

に
対
し
て
、
支
出
す
る
負
担
金
や
委

託
費
、
補
助
金
な
ど

▼
府
支
出
金
…
府
が
地
方
公
共
団
体
に

対
し
て
、
支
出
す
る
負
担
金
や
委
託

費
、
補
助
金
な
ど

▼
繰
入
金
…
積
立
金
（
基
金
）
の
取
り

崩
し
金
や
他
の
会
計
か
ら
繰
り
入
れ

た
お
金

▼
町
債
…
町
の
借
入
金
（
借
金
）

【
歳
出
・
目
的
別
】

▼
民
生
費
…
児
童
福
祉
、
障
害
者
福
祉

な
ど
の
事
業
に
要
す
る
費
用

▼
総
務
費
…
戸
籍
、
選
挙
、
庁
舎
管
理

用
語
解
説

町税
49億1,764万円

国庫支出金
6億1,937万円

地方消費税交付金
5億9,057万円

府支出金
4億2,325万円

町債
1億3,750万円

繰入金
1億5,369万円

法人事業税交付金
1億3,523万円 その他

5億275万円

【一般会計歳入】

主
な
取
組

（
施
政
方
針
か
ら
）
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▼
高
校
生
世
代
（
満
18
歳
の
年
度
末
）
ま

で
の
通
院
・
入
院
費
を
無
償
化

社
会
教
育

▼
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
向

け
、
情
報
発
信
や
運
営
対
話
な
ど
参
加

型
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

健
康

▼
第
３
次
健
康
く
み
や
ま
21
・
第
２
次
久

御
山
町
食
育
推
進
計
画
の
策
定

保
健
・
医
療

▼
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
社
会
参

加
が
で
き
る
よ
う
、「
高
齢
者
の
保
健
事

業
と
介
護
予
防
」
を
一
体
的
に
実
施

高
齢
者
・
障
害
者
福
祉

▼
認
知
症
な
ど
の
予
防
の
た
め
、
脳
の
健

康
状
態
を
見
え
る
化
す
る
指
標
（
Ｂ
Ｈ

Ｑ
）
を
活
用
し
た
健
康
施
策
を
実
施

防
災
・
減
災
・
消
防

▼
防
火
防
災
意
識
の
高
揚
の
た
め
、
集
団

防
火
指
導
や
広
報
活
動
を
実
施

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
交
流
、
情
報
化
推
進

▼
昨
年
度
作
成
し
た
自
治
会
カ
ル
テ
の
更

新
と
各
自
治
会
の
分
析
を
実
施

▼
効
果
的
に
デ
ジ
タ
ル
化
を
取
り
入
れ
た

業
務
の
見
直
し
を
推
進

な
ど
の
事
業
に
要
す
る
費
用

▼
教
育
費
…
学
校
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
な
ど
の
事
業
に
要
す
る
費
用

▼
土
木
費
…
道
路
、
公
園
な
ど
の
事
業

に
要
す
る
費
用

▼
衛
生
費
…
母
子
保
健
、
廃
棄
物
処
理

な
ど
の
事
業
に
要
す
る
費
用

▼
公
債
費
…
町
債
を
返
済
す
る
元
利
償

還
金
な
ど

▼
消
防
費
…
消
防
救
急
な
ど
の
事
業
に

要
す
る
費
用

▼
商
工
費
…
商
工
業
振
興
、
観
光
振
興

な
ど
の
事
業
に
要
す
る
費
用

▼
農
林
水
産
業
費
…
農
業
な
ど
の
事
業

に
要
す
る
費
用

▼
議
会
費
…
議
会
活
動
に
要
す
る
費
用

▼
予
備
費
…
予
定
外
の
支
出
に
対
応
す

る
た
め
の
費
用

▼
労
働
費
…
労
働
福
祉
の
事
業
に
要
す

る
費
用

【
歳
出
・
性
質
別
】

▼
人
件
費
…
労
働
に
対
す
る
給
与
や
各

種
手
当
な
ど
に
要
す
る
費
用

▼
物
件
費
…
旅
費
、
備
品
購
入
、
委
託
料

な
ど
消
費
的
性
質
の
あ
る
費
用

▼
補
助
費
等
…
各
種
団
体
や
法
人
な
ど
に

対
す
る
支
出
な
ど

▼
扶
助
費
…
各
種
法
令
に
基
づ
い
て
実
施

す
る
給
付
や
各
種
扶
助
の
費
用

▼
普
通
建
設
事
業
費
…
道
路
や
公
共
施
設

の
新
増
設
を
す
る
た
め
の
費
用

民生費
25億9,332万円

人件費
25億2,360万円

総務費／ 13億7,880万円物件費
15億164万円

補助費等
11億1,730万円

扶助費
8億3,525万円

繰出金
4億3,884万円

公債費
4億1,629万円

普通建設事業費
3億8,977万円

その他
2億5,731万円

教育費
9億1,477万円

土木費
6億6,494万円

衛生費
5億7,214万円

公債費
4億1,629万円

消防費
4億1,371万円

商工費
2億2,786万円

農林水産業費
1億3,933万円

議会費
1億3,034万円

予備費／2,500万円

【一般会計歳出（目的別）】【一般会計歳出（性質別）】

労働費／350万円

施政方針・予算（概要）
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生
涯
学
習
で
人
が
つ
な
が
る
温
か
い
ま
ち

 
く
み
や
ま
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の 

 
深
化
を
め
ざ
し
て�

　問
合
せ
／
生
涯
学
習
応
援
課

　
生
涯
学
習
を
推
進
す
る
た
め
に｢

く
み

や
ま
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ン｣

を
平

成
16
年
度
に
作
成
し
て
い
ま
す
。

　「
く
み
や
ま
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ

ン
」
は
、
町
全
体
を
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス

の
よ
う
な
ひ
と
つ
の
学
習
施
設
と
位
置
付

け
、｢

ま
な
ぶ｣

、｢

そ
だ
て
る｣

、｢

つ
な�

ぐ｣

、｢

さ
さ
え
る｣

と
い
う
４
つ
の
視
点

を
関
連
さ
せ
な
が
ら
、
生
涯
学
習
を
通
じ

て
人
と
の
つ
な
が
り
、
地
域
が
つ
な
が
る

温
か
い
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
機
会
の
充
実
を
は

じ
め
、
住
民
の
誰
も
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
め
る
よ
う
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推

進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

関
連
事
業
の
中
止
が
続
き
ま
し
た
が
、
昨

年
９
月
に
は
、「
町
民
運
動
会
」
を
競
技
種

目
を
工
夫
し
な
が
ら
３
年
ぶ
り
に
実
施

し
、
今
年
の
１
月
に
は
冬
の
風
物
詩
で
も

あ
る
「
く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
」
も
規
模
を

縮
小
し
た
う
え
で
、
３
年
ぶ
り
に
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
町
体
育
振
興
会
を
は
じ

め
と
す
る
、
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
加
盟
団
体

に
よ
る
各
種
体
育
推
進
事
業
も
少
し
ず
つ

再
開
さ
れ
る
な
ど
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
再
び
灯
が
と
も
り
始
め
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
関
係
団
体
と
協
力
し
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
も
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
人
や

地
域
と
つ
な
が
り
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

（１）多様なプログラムの整備
（２） 多彩な文化芸術に触れる

機会の充実
（３）郷土愛を育む学習
（４）生涯スポーツの推進

３年ぶりに開催した町民運動会
延べ600人が参加

３年ぶりに開催したくみやまマラソン
790人が参加
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コ ラ ム
　
賃
貸
住
宅
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
中
で
も

退
去
時
の
「
原
状
回
復
」
に
関
す
る
相

談
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

相
談
事
例

・�

ア
パ
ー
ト
を
退
去
し
た
ら
契
約
書
の

記
載
と
異
な
る
エ
ア
コ
ン
清
掃
代
や

入
居
前
か
ら
あ
っ
た
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の

キ
ズ
の
修
繕
費
用
ま
で
請
求
さ
れ
た
。

・�

ア
パ
ー
ト
を
退
去
し
た
際
に
シ
ャ
ワ
ー

ヘ
ッ
ド
の
交
換
費
用
を
請
求
さ
れ
、

入
居
時
か
ら
不
具
合
が
あ
っ
た
と
伝

え
た
が
証
拠
が
な
い
と
言
わ
れ
た
。

原
状
回
復
と
は

　
借
主
の
故
意
・
過
失
に
よ
っ
て
生
じ

た
キ
ズ
や
汚
れ
（
損
傷
）
な
ど
、
ま

た
、
通
常
の
使
用
方
法
と
は
言
え
な
い

よ
う
な
使
い
方
を
し
た
こ
と
で
生
じ
た

損
傷
な
ど
を
元
に
戻
す
こ
と
を
言
い
ま

す
。
借
主
の
責
任
に
よ
る
も
の
で
は
な

い
損
傷
や
、
普
通
に
使
っ
て
い
て
生
じ

た
消
耗
（
通
常
損
耗
）、
年
月
の
経
過
に

よ
る
損
耗
・
毀き

そ
ん損

な
ど
に
つ
い
て
は
原

状
回
復
を
行
う
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

・�

契
約
前
に
、
契
約
内
容
の
説
明
を
よ

く
聞
き
、
契
約
書
類
の
記
載
内
容
を

よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・�

入
居
時
に
は
、
賃
貸
住
宅
の
状
況
を

確
認
し
、
記
録
に
残
し
ま
し
ょ
う
。

・�

入
居
時
に
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
ら
、

す
ぐ
に
貸
主
側
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

・�

退
去
時
に
は
精
算
内
容
を
よ
く
確
認

し
、
納
得
で
き
な
い
点
は
貸
主
側
に

説
明
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

・�

納
得
で
き
な
い
と
き
や
ト
ラ
ブ
ル
に

な
っ
た
と
き
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

★

　
消
費
生
活
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
消
費
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
「
☎
１
８
８
（
い
や

や
）」、
京
都
府
消
費
生
活
安
全
セ
ン
タ

ー
☎
０
７
５（
６
７
１
）０
０
０
４
、
京

都
府
山
城
広
域
振
興
局
商
工
労
働
観
光

係
☎
０
７
７
４（
２
１
）２
１
０
３
へ
。

　
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
～
４
時
に

は
、
消
費
生
活
相
談
員
が
役
場
で
無
料

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　問合せ／産業・環境政策課

消費生活110番

住み始めるときから、
出て行くときに
備えましょう

出典：国土交通省ウェブサイト（https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/jutakukentiku_house_tk3_000017.html）
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＋

　本町の環境政策の基本理念や方針を定める「久御
山町環境基本条例」が令和５年４月１日から施行さ
れました。今後の環境に関する取り組みや施策はこ
の条例の考え方をもとに展開していきます。
条例の目的
　町の良好な自然環境を適切に保全し、将来の世代
に受け継いでいくために町・事業者・町民がそれぞ
れの責務のもと、協力し取り組むことを目的として
います。
条例の特徴
　豊かな自然環境を将来の世代に受け継いでいくた
め、町・事業者・町民が果たすべき責務を定めてお
り、三者が互いに協力して環境施策や活動に取り組

みます。本条例は久御山町の環境保全などを前向き
に進めるための理念を定めた条例であり、罰則など
は設けていません。
久御山町環境の日
　本条例の中で、毎年６月５日を「久御山町環境の
日」として定めています。
　環境保全などの重要性を再認識し、環境について
の取り組みを行う日として新たに定めました。令和
５年度からは環境の日にあわせたイベ
ントを毎年開催していきます。イベン
トの内容は、改めて広報くみやまなど
でお知らせしますので、ご参加くださ
い。

久御山町環境基本条例の施行

　久御山町の環境保全に関する基本理念や方針を定
めた久御山町環境基本条例をベースに環境政策のマ
スタープランとなる「久御山町環境基本計画」の策
定を進めています。
　計画の策定にあたり、町内事業所や従業者の皆さ
んの意見を広く聴取し、計画に反映させるため、
「久御山町環境に関する事業所ワークショップ」を
開催します。
▶��日時　４月29日（土・祝）　午前10時から（２時
間程度）

▶�場所　役場５階コンベンションホール
▶�対象　町内事業所に勤めている人、町内事業所
▶�内容　「みんなで語ろう！ 2050年カーボンニュ
ートラルのまち」（仮）をテーマに「将来の久御山
町のあるべき姿」や「事業所としてできること」
を参加者みんなで楽しく語り合います。

▶��定員　30人程度
▶�申込　４月14日㈮まで。電話・メール可（事業所
名で複数人の参加申込や個人での参加申込も可）

▶�問合せ　産業・環境政策課

久御山町環境に関する事業所ワークショップ

条例の詳細は
こちら

久御山町環境基本条例の三者協働のイメージ 町民の責務
● �日常生活に伴う環境への負荷の
低減に努める

事業者の責務
● �事業活動に伴う各種の公害等の防
止と自然環境を適切に保全するた
めに必要な措置を講じる

● �事業活動における廃棄物を適正に
処理し、環境負荷の低減に努める

町の責務
● �町の環境の保全等に関する基本
的かつ総合的な施策を策定し、
実施する

● �国や他の地方公共団体と連携を
図り、施策の推進に努める

町民

事業者 久御山町

久御山町の自然環境の
適切な保全と将来への継承

協働・連携
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（有料広告）

　近年、集中豪雨などで、大量の雨水が流れ出す
「都市型水害」の発生が多く報告されています。町
では、防災対策と環境施策の一つとして雨水貯留施
設設置（雨水タンク）の補助を行っています。
　雨水タンクは浸水被害を抑制するだけでなく、貯
めた雨水は断水時の水資源となるほか、普段の庭や
花木の散水に活用でき、省エネにも有効です。防災
にも環境にも有益な雨水タンクを設置しませんか。
▶��対象者　町内に所有または占有する建物に雨水タ
ンクを新たに設置する人（事業所の申請も可）で、
町税の滞納が無い人
▶�対象の設備　次の条件をすべて満たす人。①一般
に市販されている雨水タンクの容量が100㍑以上

で密閉式のもの、②新たに購入し設置するもの、
③展示または販売（建物と一体的に販売するとき
を含む）用に供するために設置したものでないこ
と
▶�対象の経費　雨水タンク本体と雨どいからの分岐
接続に必要な付属備品の購入に要する費用
▶�補助金額　上記の補助対象となる経費の４分の３
を補助（千円未満切り捨て。上限45,000円）
▶�その他　購入前に、必ず産業･環境政策課へ設置
に関する相談をしてください。補助対象の雨水タ
ンクの基数は、１建物につき１基。同一の申請者
からは１年度につき１基のみ
▶�問合せ　産業･環境政策課

雨水タンクを設置しませんか

　町内の住宅用太陽光発電と、蓄電設備を同時に設
置する人に費用の一部を補助します。
▶��対象　次の①②のいずれかを満たし、③～⑧の全
てを満たすもの。①町内に自らが居住する住
宅（小規模店舗などを併設したものを含む。借家･
共同住宅は除く）に太陽光発電設備と蓄電設備を
同時に設置した個人、②太陽光発電設備と蓄電設
備を設置した町内の新築住宅を購入した個人、③
町に住所を有している人、④太陽光発電設備を対
象とする電力需給契約を電力会社と締結し需給開
始日から６か月以内のもの、⑤町税の滞納が無い
こと、⑥太陽光発電設備と蓄電設備は未使用のも

の、⑦太陽光発電設備は公称最大出力値２㌔㍗以
上10㌔㍗未満のもの、⑧蓄電設備は蓄電容量が
１㌔㍗時以上のもの　
▶�内容　設置に要したそれぞれの費用の２分の１を
限度に補助（千円未満切捨）。太陽光発電設備＝電
力会社との電力需給契約に基づく需給最大電力１
㌔㍗あたり１万円（上限額４万円）、蓄電設備＝蓄
電容量１㌔㍗時あたり2.5万円（上限額15万円）　
▶�その他　太陽光発電設備と蓄電設備の両設備が補
助金交付対象とならなければ、補助金交付不可　
▶�問合せ　産業・環境政策課

住宅用太陽光発電設備と蓄電設備の設置に補助
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（有料広告）

　接種期間が令和６年３月31日まで延長になりま
した。引き続き、個人負担不要でワクチン接種を受
けることができます。
▶�接種券　
　・�令和４年秋開始接種＝これまでに発送済の接種
券を使用してください。

　・�令和５年春開始接種＝①～③の人で接種間隔�
（前回の接種から３か月）を満たす人に４月下旬
頃発送予定。⑤～⑥の人は、これまでに発送済
の接種券を使用してください。

　・生後６か月になる人へは、随時発送します。
▶��その他　詳細は５月１日号でお知らせします。接
種券を紛失した人は再発行できます。

▶��問合せ　国保健康課 ※�①～④の人で、初回接種未接種の人は、令和６年
３月31日まで初回接種可能

引き続き個人負担なしで接種可能

新型コロナウイルスワクチン接種

　風しんの感染拡大防止のため、抗体保有率の低い
世代の男性を対象に風しんの抗体検査とMRワクチ
ンの接種を無料で行っています。
　令和７年３月までワクチン予防接種を延長してい
ますので、令和４年５月に郵送したクーポン券（有
効期限2023年３月）を令和５年度も引き続き使用で
きます。
▶���対象　昭和37年４月２日～昭和54年４月１日生
まれの男性

▶�受診方法　町発行のクーポン券と保険証を持参
し、厚生労働省のホームページに掲載されている

全国の協力医療機関で検査などを受けられます。
▶���クーポン券　対象者には、令和４年５月にクーポ
ン券を郵送しています。紛失した人は再発行が可
能ですので、申請してください。

▶���その他　以下の①～③に該当する人は、希望者だ
けが抗体検査の対象です。①過去に風しんにかか
った記録を保管している人、②過去に風しん予防
接種を受けたことがあり、その記録がある人、③
平成26年４月１日以降にすでに抗体検査結果の
記録を保管している人

▶�問合せ　国保健康課

ワクチン予防接種

成人男性風しん抗体検査・MR（麻しん・風しん混合）

■対象・接種回数
令和４年
秋開始接種
（～R5.5.7）

令和５年
春開始接種
（R5.5.8～R5.8.31）

令和５年
秋開始接種
（R5.9.1～）

①65歳以上 ○ ○ ○
②５歳～ 64歳で
　基礎疾患等がある人 ○ ○ ○

③医療従事者・高齢者
　施設等従事者等 ○ ○ ○

④12歳～ 64歳
　（基礎疾患等なし） ○ × ○

⑤５歳～ 11歳
　（基礎疾患等なし） ○

△
令和４年秋開始接種
を未接種の人だけ

○

⑥生後６か月～４歳 ○（初回接種のみ）
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　病気の早期発見･治療と健康づくりのため、半日
人間ドックと脳ドックの受診料を補助します。
▶��対象　次の条件を全て満たす人。①町の国民健康
保険に引き続き１年以上加入の人、②申込時に国
民健康保険税を完納している人、③満30歳以上
の人、④入院か妊娠をしていない人、⑤今年度人
間ドック健診結果が特定保健指導の対象となった
ときは、特定保健指導を受けることができる人　
▶�内容　自己負担額は右表のとおり。補助を受けた
ときの自己負担は３割相当。胃部検査で内視鏡を
選んだときは、全額受診者負担になります。
▶��定員　人間ドック170人（抽選）、脳ドック85
人（抽選）。併用受診を希望するときは両方に申し
込みが必要。当選者には利用券を、落選者には通
知を４月下旬に送付。
▶��申込　４月10日㈪～ 14日㈮に保険証を持参し、
申込書を提出。郵送可（郵送のときは保険証の写

しを同封してください。消印有効）。電話不可。
申込書は、ホームページからダウンロード可
▶��その他　人間ドックを予約した人は、検査内容が
重複するため、特定健康診査を受けられません。
対象条件を満たさない人、抽選に漏れた人は、６
月から始まる特定健康診査やがん検診を受診する
ことをおすすめします。
▶�問合せ　国保健康課

国民健康保険加入者

人間ドック･脳ドックの受診料補助

■自己負担額
区分 婦人科健診 自己負担額

人間ドック
有 13,530円
無 12,540円

脳ドック ― � 9,900円

人間ドック・
脳ドック併用

有 21,780円
無 20,790円

▶�対象　次の条件を全て満たす人。①後期高齢者医
療制度に加入し、引き続き１年以上本町に住所を
有している人、②申込時に後期高齢者医療保険料
を完納している人　
▶�内容　自己負担額は右表のとおり。補助額は１万
５千円。胃部検査で内視鏡を選んだときは、全額
受診者負担になります。
▶��定員　なし　※脳ドック単独の補助はありませ
ん。申込者には利用券を５月上旬に送付。
▶��申込　４月10日㈪～ 26日㈬に保険証を持参し、
申込書を提出。郵送可（郵送のときは保険証の写
しを同封してください。消印有効）。電話不可。
申込書は、ホームページからダウンロード可

▶��その他　人間ドックを予約した人は、検査内容が
重複するため、健康診査を受けられません。対象
条件を満たさない人は、６月から始まる健康診査
やがん検診を受診することをおすすめします。
▶�問合せ　国保健康課

後期高齢者医療保険加入者

人間ドックの受診料補助

■自己負担額
区分 婦人科健診 自己負担額

人間ドック
有 30,100円
無 26,800円

人間ドック・
脳ドック併用

有 57,600円
無 54,300円
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　次のような場合は、14日以内に届出が必要です。
　加入の手続きが遅れたときでも、保険税をさかの

ぼって納めていただくことになりますので、速やか
に届け出てください。　� �問合せ／国保健康課

14日以内に届出を

国民健康保険への加入・脱退　

届出が必要なとき 届出に必要なもの

国
保
に
加
入

久御山町に転入した ▶マイナンバーのわかるもの▶本人確認書類（運転免許証など）

職場の健康保険をやめた、
または被扶養者からはずれた

▶健康保険資格喪失年月日のわかるもの、または被扶養者ではない理由の証
明書（※）▶マイナンバーのわかるもの▶本人確認書類（運転免許証など）

生活保護を受けなくなった ▶保護廃止（停止）決定通知書（※）▶マイナンバーのわかるもの▶本人確
認書類（運転免許証など）

国
保
を
脱
退

久御山町外へ転出する ▶マイナンバーのわかるもの

職場の健康保険に加入した、
または被扶養者になった ▶職場の健康保険証（本人および被扶養者）▶マイナンバーのわかるもの

生活保護を受けるようになった ▶保護開始決定通知書（※）▶マイナンバーのわかるもの

いずれの場合も、国民健康保険被保険者証（70歳以上の方は高齢受給者証も）を必ず返却してください

※証明書や決定通知書は、即時発行されないときがあります。そのときは、お問い合わせください。

　子どもの健康増進を図るため、久御山町に住所を
有し、健康保険に加入している満18歳になる年度
末までの子どもを対象に医療費の自己負担額の一部
を助成する制度です。
　結婚している人（事実婚を含む）や、他の福祉医療
受給者は対象外です。
▶��必要なもの　償還払いの手続きは、領収書（原
本）、振込先口座が分かるもの（保護者名義）、健

康保険証、京都子育て支援医療費受給者証（交付
対象者のみ）　※申請有効期間は該当診療月の翌
月から２年間です。

▶��その他　年度内に制度拡充の予定あり
▶�問合せ　国保健康課

子育て支援医療費助成事業

■助成対象　※保険適用のみが助成対象です　
３歳まで 中学まで 18歳の年度末まで

入院 白色の受給者証 受給者証なし【償還払い】
申請すると差額を支給

自己
負担 200円/月（医療機関ごと）

通院 白色の 
受給者証

さくら色の 
受給者証

受給者証なし【償還払い】
申請すると差額を支給

自己
負担 200円/月（医療機関ごと） 1,500円/月

■助成方法
・�京都府内の医療機関を受
診（中学まで）

医療機関の窓口で受給者証を
提示して自己負担額（200円）
を支払ってください。

・�京都府内の医療機関を受
診（中学卒業から18歳
の年度末まで）

・�京都府外の医療機関を受
診

・�受給者証を提示せず、健康
保険証のみで受診

医療機関で請求された金額を
支払いのうえ、償還払いの手
続きをしてください。

・10割負担で受診

加入している健康保険で健康保
険負担分の精算をした上で、健
康保険から給付された金額の分
かる書類を持参し、償還払いの
手続きをしてください。
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（有料広告）

　子宮頸がん（HPV）予防ワクチンは、平成25年か
ら積極的な勧奨を差し控えていましたが、令和４年
４月から勧奨を再開しています。
　接種にあたっては、かかりつけ医と相談し、有効
性と接種による副反応が起こるリスクを理解した上
で接種してください。いずれのワクチンも、すでに
感染したウイルスを排除したり、子宮頸がんの進行
を抑制する作用はありませんので、早期発見・早期
治療のために子宮頸がん検診の受診が大切です。
� 　問合せ／子育て支援課
定期接種・キャッチアップ接種
　積極的な勧奨を差し控えていた間に接種機会を逃
した人は、従来の定期接種対象年齢を超えて、令和
７年３月末まで定期接種として無料で受けることが
できます（キャッチアップ接種）。
　接種できるのは、２価ワクチン（サーバリックス）
と４価ワクチン（ガーダシル）に加え、４月１日から
９価ワクチン（シルガード９）も接種できます。
▶��定期接種の対象　小学６年生～高校１年生相当の
女性。令和５年度は、３回の接種が完了していな
い中学１年生～高校１年生（平成19年４月２日～
平成23年４月１日生まれ）の女性に通知します。
送付時期は中学１年生と高校１年生は５月中旬
に、中学２・３年生は７月上旬を予定していま
す。
▶��キャッチアップ接種の対象　平成９年４月２日～
平成19年４月１日生まれの女性。令和５年度は
高校２年生相当（平成18年４月２日～平成19年４
月１日生まれ）の女性に通知します。送付時期は
６月頃を予定しています。

任意接種を受けた人に払い戻し
　積極的な接種の勧奨を差し控えている間に接種の
機会を逃した人で、定期接種の対象年齢を過ぎて、
令和４年３月31日までにHPVワクチンの任意接種
を受けた人に接種費用の払い戻しを行います（上限
あり）。対象のワクチンはホームページでお知らせ
します。
▶��対象　次の①～⑤全てに該当する人
　①�令和４年４月１日時点で久御山町に住民登録が
ある人

　②�平成９年４月２日～平成17年４月１日生まれ
の女性

　③�16歳となる日の属する年度の末日までに（定期
接種の対象期間内に）HPVワクチンの定期接種
を３回完了していない人

　④�17歳となる日の属する年度から令和４年３月
31日までに国内の医療機関でHPVワクチンの
任意接種を受け、実費を負担した人

　⑤�償還払いを受けようとする接種回数分について
キャッチアップ接種としての定期接種を受けて
いない人

▶�申込　令和７年３月31日までに①申請書、②接
種費用の支払いを証明できる書類（領収書）原本、
③接種記録が確認できる書類の写し（母子健康手
帳・予防接種済証・接種済み記録のある予診票）
を提出。②③どちらかが揃わないときは、証明書
を医療機関に記入してもらい提出してください。
証明書発行に要した文書料も助成対象です（上限
３千円）。そのときは文書料の支払いを証明する
書類（原本）も提出してください。

子宮頸がん（HPV）予防ワクチン
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　介護人材に必要とされる資格の取得などに要する
経費に対して、費用の全部または一部を助成します。
▶��対象　町内の介護事業所で６か月以上就労してい
るか、資格取得日の翌日から起算して６か月以内
に正式雇用されている人で、１年以上の就労を確
約する人

▶�内容　介護職員初任者研修から介護福祉士国家試
験・主任介護支援専門員研修までの幅広い受験料
などに対し補助（右表）

▶�申込　交付申請書、必要書類を就労する事業所を

通じて福祉課へ提出
▶��問合せ　福祉課

　町内への定住促進とともに、三世代が近居・同居
することで、子育てや介護などお互いが協力し合え
る環境の改善を図ることを目的に、住宅リフォー
ム、または住宅取得に伴う経費に対する補助制度を
実施しています。
▶��対象　町内で新たに三世代近居・同居する人　
　※�「新たに近居」とは、祖父母世帯または親子世
帯が町外から転入し、ともに町内に居住のとき
か、町内転居により直線距離で２㌔㍍以内の居
住のときをいいます（すでに同居や町内で直線
距離で２㌔㍍以内の近居のときは対象外）。

▶��対象経費・補助金額　①②どちらか一方を補助。
①住宅リフォーム改修工事費補助＝対象経費の２
分の１（最大100万円）、②住宅取得に係る仲介手
数料補助＝対象経費の２分の１（最大40万円）

▶�申込　企画財政課に備え付けかホームページから
ダウンロードした所定の用紙と必要書類を提出

▶�その他　事前のリフォーム着手や住宅取得のとき
は対象外です。他にも要件がありますので、事前
に相談してください。

▶��問合せ　企画財政課

三世代近居・同居住宅支援補助制度

■助成金額
区分 補助金の額

介護職員初任者研修
介護福祉士実務者研修
介護福祉士国家試験

補助対象経費の
３分の２の額

介護支援専門員実務研修受講試験
介護支援専門員実務研修
主任介護支援専門員研修

補助対象経費の
全額

　介護予防や健康増進に係る活動に対して、その費
用の一部または全額を助成します。
　対象の活動は、地域で行うラジオ体操など、年間
を通して活動を行い、地域の住民が自由に参加でき
る開かれた活動・団体であることが条件です。
▶��内容　対象活動に必要な備品や消耗品の購入に係
る費用に対し、金額に応じて助成

▶�申込　交付申請書、必要書類を提出。年度末に１
年間の活動報告を添付し、申請してください。

▶��問合せ　福祉課

介護予防・健康づくり活動助成事業

※�１団体につき、年10,000円以内の助成。算出額
に端数があるときは、1,000円未満切捨て

■助成金額
助成対象区分 助成金の額

5,000円未満 対象活動に係る費用の額
5,001円以上 5,000円

10,001円以上 対象活動に係る費用の２分
の１の額

20,000円以上 10,000円

町外に住む人も対象

介護人材確保事業等補助金 New
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　４月９日㈰に京都府議会議員一般選挙が、４月23
日㈰に久御山町議会議員一般選挙が執行されます。
４年に一度の私たちの代表を決める大切な選挙で
す。あなたの貴重な一票を政治に生かしましょう。

問合せ／久御山町選挙管理委員会（総務課内）

選挙の制度（投票所ではどのように投票するの？）
投票所での投票は、次の①から⑤のように行います。

　狂犬病予防注射は、狂犬病予防法で毎年１回受け
ることが義務付けられています。狂犬病は人間にも
感染し、一度発症すると、ほぼ100㌫死亡する恐ろ
しい病気です。下表の日程で狂犬病予防集合注射を
行いますので、近くの会場で受けてください。
会場での料金
　注射料＝2,750円、注射済票交付手数料＝550

円、登録手数料＝3,000円（すでに登録している犬
の登録手数料は必要ありません）できる限りお釣り
のないようお願いします。
　予防集合注射に来られないときは、動物病院で接
種してください。動物病院での料金は、直接動物病
院に問い合わせてください。
▶��問合せ　産業・環境政策課

予防集合注射を実施

狂犬病予防注射

実施日 時 間 会��　場

４月12日
㈬

９：30～10：10 ミサワ林集会所
10：20～11：00 栄３･４丁目集会所
11：10～11：50 栄中央公園（２丁目）
13：10～13：40 佐古公民館入口
13：50～14：20 松陽台集会所
14：30～15：00 佐山集荷場（浄安寺南側）

４月13日
㈭

９：30～ ９：50 大橋辺公民館
10：00～10：30 北川顔公会堂
10：40～11：10 藤和田公会堂
11：20～11：50 島田公会堂

実施日 時 間 会��　場

４月13日
㈭

13：10～13：40 下津屋公民館
13：50～14：20 田井公会堂
14：30～15：00 旧みまきこども園分園前

４月14日
㈮

９：30～10：00 市田公民館
10：10～10：30 鈴間集会所
10：40～11：10 野村公会堂（北側）
11：20～11：50 坊之池公会堂

13：10～13：40 元JA京都やましろ
東一口事業所前

14：00～14：40 町役場分庁舎
１階ガレージ

４月９日は京都府議会議員一般選挙、４月23日は久御山町議会議員一般選挙

あなたの貴重な一票を生かしましょう

ぼくはいく　みんなのためと　町のため（令和４年度久御山町明るい選挙啓発標語特選　東角小学校　大
おおにし
西 琉

るいと
斗さん）

①�投票所入場券を持って
指定された投票所（期
日前投票は、期日前投
票所）へ行きます。

③�投票用紙を受け
取ります。

②�投票所入場券をもと
に、選挙人名簿に登
録されているかどう
かの確認を受けます。

④�投票記載台で投票用
紙に書き込みます。

⑤�投票箱へ投票用紙
を入れます。

投票日の投票は、午前７時から
午後８時までできます。

　投票所では、選挙の事務従事者以外に、
投票管理者や投票立会人が、投票が公正
に行われているか管理しています。
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４2023

正
午
、
②
午
後
２
時
～
５
時
（
い
ず
れ
か

を
選
択
）　
対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
　

内
容
／
の
こ
ぎ
り
と
か
な
づ
ち
を
使
っ
て

工
作
を
楽
し
み
ま
す
。　

定
員
／
各
８
人
（
先
着
）　

費
用
／
２
０
０
円
　

デ
ニ
ム
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー
づ
く
り

　
日
時
／
４
月
27
日
㈭
　
午
前
10
時
～
11

時
30
分
　
対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18

歳
以
上
の
人
　
内
容
／
本
革
と
デ
ニ
ム
生

地
で
小
物
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
り
ま
す
。　

定
員
／
12
人
（
先
着
）　
費
用
／
５
０
０

円
身
近
な
野
鳥
観
察
会

　
日
時
／
４
月
29
日
（
土
・
祝
）　
午
前

９
時
～
正
午
　
対
象
／
町
内
在
住
の
人
（
小

学
２
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）　
内
容

／
背
割
堤
周
辺
で
野
鳥
を
観
察
し
ま
す
。　

定
員
／
12
人
（
先
着
）　
費
用
／
１
０
０
円

花
と
野
菜
を
育
て
る
教
室

　
日
時
／
４
月
30
日
㈰
　
午
前
10
時
～
11

時
　
対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
以
上�

（
小
学
１
～
３
年
生
は
保
護
者
同
伴
）　
内

容
／
花
や
夏
野
菜
の
種

を
ま
き
ま
す
。　
定
員
／

10
組
（
先
着
）　
費
用
／

３
０
０
円

　
申
込
は
４
月
２
日
㈰
　�

午
前
９
時
～
８

日
㈯
　
午
後
９
時

【
休
館
日
】
毎
週
月
曜
日
。
祝
日
の
場
合

は
開
館

【
申
込
と
費
用
】
全
て
の
教
室
で
事
前
の

申
込
が
必
要
で
す
。
来
館
か
電
話
で
申
込

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
費
用
は
来
館
申
込
時
か
開
催
日
当
日
に

ゆ
う
ホ
ー
ル
窓
口
（
午
前
９
時
～
午
後
９

時
）
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

週
末
の
星
空
観
察
会

　
日
時
／
４
月
８
日
㈯
　
午
後
７
時
～
８

時
＝
水
星
・
金
星
・
火
星
と
春
の
星
座
を

観
察
、
22
日
㈯
　
午
後
７
時
30
分
～
８
時

30
分
＝
金
星
・
火
星
と
春
の
星
座
を
観
察

（
受
付
は
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で
。
雨

天
・
曇
天
中
止
）　
対
象
／
星
空
に
興
味

の
あ
る
人
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）　

費
用
／
無
料

童
謡
を
楽
し
む
会

　
日
時
／
４
月
12
日
・
26
日
㈬
　�

午
前
10

時
～
11
時
30
分
　
対
象
／
町
内
在
住
・
在

施
設
の
催
し

ふ
れ
あ
い
交
流
館

ゆ
う
ホ
ー
ル

勤
で
お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
人
　
内
容
／

先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
童
謡
な
ど
を

楽
し
く
歌
い
ま
す
。　
定
員
／
80
人
（
先
着
）　

費
用
／
無
料
（
資
料
代
は
実
費
）

ス
マ
ホ
相
談
会

　
日
時
／
４
月
13
日
㈭
・
25
日
㈫
　
午
前

10
時
～
正
午
（
30
分
毎
の
４
区
分
）　
対

象
／
町
内
在
住
の
お
お
む
ね
50
歳
以
上
の

人
　
内
容
／
ス
マ
ホ
に
つ
い
て
些
細
な
質

問
を
お
受
け
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。　
定
員
／
各
４
人
（
先
着
）　

費
用
／
無
料

名
作
ビ
デ
オ
鑑
賞
会

　
日
時
／
４
月
19
日
㈬
　
午
後
１
時
30
分

～
３
時
20
分
　
対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤

で
18
歳
以
上
の
人
　
内
容
／
映
画
「
犯
罪

河
岸
」
を
鑑
賞
　
定
員
／
15
人
（
先
着
）　

費
用
／
無
料

脳
若
返
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
日
時
／
４
月
20
日
㈭
　
午
前
10
時
～
11

時
30
分
　
対
象
／
町
内
在
住
で
お
お
む
ね

50
歳
以
上
の
人
　
内
容
／
楽
し
い
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
脳
の
若
返
り
を
図
り
ま
す
。　
定

員
／
15
人
（
先
着
）　
費
用
／
材
料
費

小
学
生
も
の
づ
く
り
教
室

　
日
時
／
４
月
23
日
㈰
　
①
午
前
９
時
～

（有料広告）
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土
曜
日
。
７
回
コ
ー
ス
。
午
後
３
時
～
４

時
30
分
　
場
所
／
中
央
公

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
　
対
象
／

町
内
在
住
・
在
学
の
小
学

生
　
講
師
／
南み

な
み
ひ
ろ
し博

さ
ん
　

定
員
／
20
人
（
先
着
）　

費
用
／
７
０
０
円

【
休
館
日
】
毎
週
日
曜
日
・
月
曜
日
・
祝

日※�

４
月
９
日
㈰
は
、
京
都
府
議
会
議
員
選

挙
が
行
わ
れ
る
た
め
、
日
曜
開
館
は
あ

り
ま
せ
ん
。

み
る
く
♡
ひ
ろ
ば

　
日
時
／
毎
週
水
曜
日
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30

分
　
対
象
／
生
後
２
か
月

位
～
10
か
月
位
の
赤
ち
ゃ

ん
と
そ
の
保
護
者
、
妊
婦

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

　
日
時
／
４
月
18
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

か
ら
　
費
用
／
無
料
　
申
込
／
不
要

お
楽
し
み
♪
誕
生
会

　
日
時
／
４
月
25
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

か
ら
　
申
込
／
不
要

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル

　
申
込
は
４
月
２
日
㈰
　
午
前
９
時
か
ら

【
休
館
日
】
毎
週
水
曜
日
（
祝
日
は
開
館
）

【
申
込
と
費
用
】
来
館
か
電
話
で
申
込
を

し
て
く
だ
さ
い
。
費
用
は
開
催
日
に
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

　
日
時
／
４
月
８
日
㈯
　
午
前
９
時
～
正

午
　
対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人
　
内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
開

放
　
そ
の
他
／
種
目
は
、
小
学
生
用
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
な
ど
　
申
込
／
不
要

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器�

使
用
講
習
会
＆
相
談
日

　
日
時
／
４
月
９
日
・
16
日
㈰
＝
午
前
10

時
～
10
時
40
分
、
４
月
13
日
・
27
日
㈭
＝

午
後
７
時
～
７
時
40
分
　（
い
ず
れ
か
１
日

選
択
）　
対
象
／
12
歳
以
上
の
人
（
小
学

生
を
除
く
）　
内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
機
器
の
使
用
方
法
な
ど
を
学
び
、

機
器
を
利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア
ド

バ
イ
ス
　
定
員
／
各
15
人
（
先
着
）　
費
用

／
５
０
０
円
。
講
習
会
受
講
済
で
相
談
だ

け
の
と
き
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使
用

料
だ
け
必
要
　
持
ち
物
／
上
靴
、
タ
オ
ル
、

総
合
体
育
館

筆
記
用
具
、
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人
は
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
が
必
要

（
運
転
免
許
証
、
社
員
証
、
学
生
証
な
ど
）

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
＆�

ナ
チ
ュ
ラ
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

　
日
時
／
５
月
11
日
～
６
月
29
日
の
毎
週

木
曜
日
。
８
回
コ
ー
ス
。
午
前
10
時
30
分

～
11
時
30
分
　
対
象
／
15
歳
以
上
の
人
（
中

学
生
を
除
く
）　
講
師
／
髙た

か
は
し橋
恭き

ょ
う
こ子
さ
ん
　

定
員
／
20
人
（
先
着
）　
費
用
／
３
２
０
０

円
幼
児
体
操
教
室

　
日
時
／
５
月
13
日
・
27
日
、
６
月
10
日

の
土
曜
日
。
３
回
コ
ー
ス
。
午
前
10
時
～

11
時
　
対
象
／
町
内
在
住
の
４
・
５
歳
児

（
年
中
・
年
長
）　
講
師
／
深ふ

か
み見

智と
も
ひ
ろ洋

さ
ん
　

定
員
／
15
人
（
先
着
）　
費
用
／
３
０
０

円
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　
日
時
／
５
月
13
日
～
６
月
24
日
の
毎
週

土
曜
日
。
７
回
コ
ー
ス
。
午
後
１
時
～
２

時
30
分
　
対
象
／
町
内
在
住
・
在
学
の
小

学
３
～
６
年
生
　
講
師
／
和わ

だ田
敏と

し
え江
さ
ん
　

定
員
／
20
人
（
先
着
）　
費
用
／
７
０
０
円

小
学
生
サ
ッ
カ
ー
教
室

　
日
時
／
５
月
13
日
～
６
月
24
日
の
毎
週

（有料広告）４
種
混
合
の
予
防
接
種�

生
後
２
か
月
で
接
種
可
能

　
４
種
混
合
の
予
防
接
種
は
、
ジ
フ
テ
リ

ア
・
百
日
咳
・
破
傷
風
・
ポ
リ
オ
の
４
つ

の
感
染
症
を
予
防
す
る
た
め
の
ワ
ク
チ
ン

で
す
。
近
年
、
百
日
咳
は
学
童
期
か
ら
成

人
期
に
か
け
て
の
感
染
が
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
乳
児
が
百
日
咳
に
か
か
る
と
重

症
化
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
も
あ
り
、

こ
れ
ま
で
生
後
３
か
月
で
接
種
開
始
だ
っ

た
４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
は
、
令
和
５
年
４

月
１
日
か
ら
は
生
後
２
か
月
か
ら
接
種
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
乳
幼
児
期

の
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
新
生

児
訪
問
や
健
診
で
お
伝
え
し
ま
す
。

　�

問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課

子
育
て
・
教
育
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ご
み
分
別
辞
典「
ご
み
サ
ク
」

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ

て
、
品
目
ご
と
に
ご
み
の
出
し
方
・
分
別

方
法
が
検
索
で
き
ま
す
。
家
庭
ご
み
の
出

し
方
・
分
別
に
迷
っ
た
と
き
に
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。「
久
御
山
町
ご
み
サ
ク
」
で

検
索
す
る
か
、
下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
／
住
民
課
生
活
衛
生
係

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
て
、
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
か
ら
、
子
育
て
に

係
る
手
続
き
、
福
祉
に
係
る
手
続
き
、
災

害
に
係
る
手
続
き
の
一
部
で
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
デ
ジ
タ
ル
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
子
育
て
に
係
る
手
続
き
＝
子

育
て
支
援
課
、
福
祉
に
係
る

手
続
き
＝
福
祉
課
、
災
害
に

関
す
る
手
続
き
＝
総
務
課

脳
の
健
康
状
態
を
測
定
し
ま
せ
ん
か

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
「
脳
に
い
い
ア
プ
リ
」

で
脳
ト
レ
を
し
た
り
、
脳
の
健
康
状
態
を

測
定
し
ま
せ
ん
か
（
抽
選
で
５
０
０
人
）。

こ
の
事
業
に
最
後
ま
で
参
加
し
た
人
の ▲ごみサク

中
か
ら
抽
選
で
50
人
に
、
３
万
円
相
当
の

脳
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
レ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
（
町
内

の
医
療
機
関
で
実
施
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。
参
加
申
込
方
法
や
事

業
の
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
福
祉
課

は
り・き
ゅ
う・マ
ッ
サ
ー
ジ
の
費
用
助
成

町
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
、

保
険
診
療
が
適
用
さ
れ
な
い
、
は
り
・
き

ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
た
と
き
の
費

用
を
助
成
す
る
令
和
５
年
度
分
の
助
成
券

（
12
枚
）
を
発
行
し
ま
す
。

内
容
／
施
術
費
の
う
ち
、
町
と
施
術
所

が
各
千
円
、
合
計
２
千
円
を
助
成

そ
の

他
／
利
用
す
る
施
術
所
で
助
成
券
を
渡
し

て
く
だ
さ
い
（
制
度
加
入
施
術
所
の
み
有

効
）
申
込
／
印
鑑
を
持
参
。
代
理
の
と
き

は
、
代
理
人
の
印
鑑
も
必
要
（
４
月
19
日

㈬

午
前
９
時
～
正
午
、
21
日
㈮

午
後

１
時
～
４
時
は
、
い
き
い
き
ホ
ー
ル
で
も

申
請
可
）。
５
月
以
降
に
申
請
し
た
と
き
は
、

申
請
月
か
ら
同
年
度
の
３
月
ま
で
の
月
数

分
に
な
り
ま
す
。
問
合
せ
／
福
祉
課

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付

障
害
の
あ
る
人
が
社
会
的
な
活
動
を
す

る
一
助
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
お

渡
し
し
ま
す
。
利
用
券
は
、
町
と
契
約
す

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
講
座

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
教
室

対
象
／
府
内
在
住
・
在
勤
の
人

申
込

／
要
申
込
。
城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
教
室

＝
受
講
料
を
持
参
、
城
南
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
講
座
＝
窓
口
・
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
郵
送

問
合
せ
／
城
南
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー
☎
０
７
７
４（
４
６
）０
６
８

８
・
０
７
８
０ 求

人
・
就
業

若
者
や
家
族
の
就
職
相
談

日
時
／
４
月
27
日
㈭

午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

場
所
／
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み

や
ま
２
階
交
流
室

対
象
／
15
歳
～
39
歳

の
人
で
仕
事
に
つ
い
て
い
な
い
人
（
学
生

を
除
く
）
や
そ
の
家
族

費
用
／
無
料

申
込
／
要
申
込
。
４
月
26
日
㈬
の
午
後
５

時
ま
で

問
合
せ
／
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
京
都
南
☎
０
７
７
４（
５
４
）

５
３
８
０

学
童
保
育
指
導
員
を
募
集

勤
務
時
間
／
月
～
土
曜
日
、
平
日
＝
午

後
１
時
30
分
～
６
時
、
土
曜
日
・
長
期
休

業
期
間
＝
午
前
８
時
～
午
後
５
時

勤
務

場
所
／
御
牧
・
佐
山
・
東
角
仲
よ
し
学
級

賃
金
／
時
給
１
０
９
７
円
か
ら

そ
の
他

／
週
１
回
、
４
時
間
か
ら
勤
務
可
能
。
学

生
可

問
合
せ
／
生
涯
学
習
応
援
課

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

夜
間
専
用
窓
口
を
開
設

交
付
を
行
う
専
用
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

日
時
／
４
月
13
日
㈭
・
25
日
㈫

午
後

５
時
15
分
～
８
時

場
所
／
役
場
１
階
住

民
課
（
３
番
窓
口
）
問
合
せ
／
住
民
課

お
し
ら
せ

■城南地域職業訓練センター講座（パソコン講座）
講座名 受付開始日 期間（曜日） 開講時間 回数 定員 受講料

Excelで学ぶ
ビジネスデー
タ分析の基礎
(エクセル分析
ベーシック
対応)

４月20日
㈭～

５月30日
～７月18日
（火・土）

午後７時
～９時 15 10人 26,000円

別途要教材費

■城南勤労者福祉会館教室
講座名 受付開始日 期間（曜日） 開講時間 回数 定員 受講料

やさしい
英会話教室

４月11日
㈫～

５月11日
～８月17日
㈭

午後６時
～８時 15 15人

14,100円
（別途教材費
5,850円）
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か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期
間
（
他
の
健
康

保
険
に
加
入
し
、
国
民
健
康
保
険
の
資
格

を
喪
失
す
る
と
終
了
と
な
り
ま
す
）　
内

容
／
軽
減
額
は
、
対
象
者
の
前
年
の
給
与

所
得
を
１
０
０
分
の
30
と
み
な
し
て
国
民

健
康
保
険
税
を
算
出
　
申
込
／
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
、
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
を
持
参
　
問
合
せ
／
国
保
健
康
課

老
人
医
療
費
助
成
制
度

　
65
歳
～
69
歳
の
所
定
の
要
件
を
満
た
し

た
人
を
対
象
に
医
療
費
の
自
己
負
担
分
の

一
部
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。
病
院
な
ど

の
医
療
機
関
窓
口
で
、
保
険
証
を
使
用
し

る
タ
ク
シ
ー
事
業
者
で
利
用
で
き
ま
す
。

４
月
中
に
申
請
し
た
人
に
は
、
１
年
分
を

発
行
し
ま
す
。

　
対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳（
視
覚
、下
肢
、

体
幹
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う

こ
う
又
は
直
腸
、
肝
臓
）
１
級
か
ら
３
級

の
人
、
療
育
手
帳
「
Ａ
」
の
人
　
申
込
／

身
体
障
害
者
手
帳
か
療
育
手
帳
、
印
鑑
を

持
参
　
問
合
せ
／
福
祉
課

に
じ
っ
こ・城
陽

　
０
歳
か
ら
就
学
前
の
聞
こ
え
に
く
い
子

ど
も
を
対
象
に
手
話
を
使
っ
た
手
遊
び
や

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
日
時
／
４
月
８
日
、
５
月
13
日
、
６
月

10
日
（
い
ず
れ
も
第
２
土
曜
日
）
午
前
10

時
～
正
午
　
場
所
／
京
都
府
聴
覚
言
語
障

害
セ
ン
タ
ー
（
城
陽
市
）
変
更
の
と
き
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
　
対
象
／
聞
こ
え

づ
ら
さ
の
あ
る
乳
幼
児
と
そ
の
家
族
　
費

用
／
無
料
　
申
込
／
要
申
込
　
問
合
せ
／

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
に
じ
っ

こ
担
当
☎
０
７
７
４（
３
０
）９
０
０
０

０
７
７
４（
５
５
）７
７
０
８
　

nanbu-nanchoyoji@
kyoto-chogen.or.jp

共
同
募
金
の
活
用
先
を
公
募
し
ま
す

　
久
御
山
町
共
同
募
金
委
員
会
で
は
「
赤

い
羽
根
共
同
募
金
」
を
財
源
と
し
た
一
般

公
募
型
助
成
金
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
団
体
／
町
内
の
地
域
団
体
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
非
営
利
活
動
グ

ル
ー
プ
　
対
象
活
動
／
４
月
１
日
～
令
和

６
年
２
月
に
実
施
す
る
見
守
り
活
動
、
さ

さ
え
あ
い
活
動
、
居
場
所
づ
く
り
、
地
域

防
災
活
動
・
地
域
交
流
活
動
・
そ
の
他
の

地
域
福
祉
活
動
　
対
象
経
費
／
消
耗
品
、

通
信
運
搬
費
、
印
刷
費
な
ど
、
事
業
に
使

用
す
る
費
用
　
内
容
／
助
成
総
額
30
万
円

と
し
、
１
団
体
上
限
10
万
円
を
助
成
　
申

込
／
要
申
込
。
５
月
22
日
㈪
～
６
月
19
日

㈪
　
そ
の
他
／
詳
細
は
、
社
協
だ
よ
り
や

広
報
く
み
や
ま
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

問
合
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
倒
産
、
解

雇
、
雇
い
止
め
な
ど
を
理
由
と
し
た
離
職

を
し
、
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
が
あ
る
人

は
、
届
出
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
税
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

　
対
象
／
次
の
①
～
③
す
べ
て
に
該
当
す

る
人
。
①
離
職
時
に
65
歳
未
満
の
人
、
②

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
「
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
」
を
交
付
さ
れ
て
い
る
人
、

③
「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」
に
記
載

さ
れ
て
い
る
離
職
理
由
の
番
号
が
、
11
・

12
・
21
・
22
・
23
・
31
・
32
・
33
・
34
の

人
　
期
間
／
離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る
月

た
と
き
に
支
払
う
医
療
費
の
自
己
負
担
割

合
が
２
割
（
現
役
並
所
得
者
は
３
割
）
と

な
り
、
併
せ
て
１
か
月
の
自
己
限
度
負
担

額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
申
請
に
よ
り
２
割
負
担
の
認
定
と
な
っ

た
と
き
は
、「
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
」
を

交
付
し
ま
す
（
京
都
府
以
外
で
受
診
し
た

と
き
な
ど
は
、
払
い
戻
し
の
請
求
手
続
き

に
よ
り
自
己
負
担
割
合
の
差
額
分
を
支
給
）。

　
対
象
／
町
内
に
住
所
を
有
し
、
65
歳
か

ら
69
歳
ま
で
で
、
所
得
税
非
課
税
世
帯
に

属
す
る
人
　
申
請
／
健
康
保
険
証
を
持
参
。

別
途
課
税
証
明
が
必
要
な
と
き
が
あ
り
ま

す
。　
問
合
せ
／
国
保
健
康
課

国民年金の手続き
　国民年金は国内に住む20歳以上60歳未満の全ての
人が加入します。必要な届け出を忘れると将来受け取
る年金額が少なくなったり、受けられなくなったりす
るときがあります。
　下表のときは忘れずに届け出をしてください。
▶��問合せ　国保健康課か、ねんきん加入者ダイヤル☎
0570（003）004、050で始まる電話で掛ける人は☎
03（6630）2525

　�（受付時間は、月曜日～金曜日＝午前８時30分～午後７時、
第２土曜日＝午前９時30分～午後４時。第２土曜日を除く
祝日と12月29日～１月３日は利用不可）
こんなときは届け出を
届け出が必要なとき 届出先

就
職
・
退
職

就職して厚生年金の資格
を取得した 勤務先

退職して厚生年金の資格
を喪失した

国保健
康課

退職して厚生年金に加入
している配偶者に扶養さ
れるようになった

配偶者
の勤務
先

配偶者が厚生年金に加入
している会社に就職して
扶養されるようになった

配偶者
の勤務
先

配偶者が厚生年金に加入
している会社を退職して
扶養されなくなった

国保健
康課

届け出が必要なとき 届出先

結
婚
・
離
婚

結婚して厚生年金に加入
している配偶者に扶養さ
れるようになった

配偶者
の勤務
先

離婚して厚生年金に加入
している配偶者に扶養さ
れなくなった

国保健
康課

増
収
・
減
収

収入が増えて厚生年金に
加入している配偶者に扶
養されなくなった

国保健
康課

収入が減って厚生年金に
加入している配偶者に扶
養されるようになった

配偶者
の勤務
先
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し
て
い
る
人
。
①
町
内
に
住
所
が
あ
り
、

独
立
し
た
生
計
を
営
ん
で
い
る
こ
と
、
②

町
税
や
水
道
料
金
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
、

③
償
還
能
力
が
あ
る
こ
と
、
④
費
用
を
一

度
に
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、

⑤
融
資
を
受
け
る
人
の
他
に
、
返
済
能
力

の
あ
る
連
帯
保
証
人
を
一
人
立
て
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
　
内
容
／
融
資
限
度
額
＝

工
事
費
用
の
範
囲
内
で
１
０
０
万
円
以
内

（
１
万
円
単
位
）、
融
資
期
間
＝
84
か
月
（
７

年
）
以
内
（
６
か
月
単
位
）　
融
資
利
率

／
年
利
１
・
０
㌫
、
償
還
方
法
＝
元
利
均

等
月
賦
償
還
、
利
子
補
給
＝
融
資
を
受
け

た
時
か
ら
５
年
を
限
度
に
全
額
補
給
　
申

込
／
工
事
契
約
時
に
排
水
設
備
指
定
工
事

業
者
へ
　
問
合
せ
／
上
下
水
道
課

水
道
水
、全
項
目
で
水
質
基
準
に
適
合

　
安
全
な
水
を
届
け
る
た
め
、
水
道
法
に
基

づ
く
毎
日
検
査
や
毎
月
検
査
な
ど
を
定
期

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
も
、
全

て
の
検
査
項
目
、
各
地
点
に
お
い
て
水
質

基
準
に
適
合
し
て
い
ま
す
。
検
査
水
は
、
町

内
の
公
園
な
ど
の
決
め
た
場
所
で
採
水
し
、

浄
水
場
へ
持
ち
帰
っ
て
検
査
し
て
い
ま
す
。

　
水
道
法
で
は
毎
年
水
質
検
査
計
画
の
作

成
が
義
務
付
け
さ
れ
て
お
り
、
令
和
５
年

度
の
水
質
検
査
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
の
検
査
結
果
と
令
和
５
年
度

の
水
質
検
査
計
画
は
、
上
下
水
道
課
の
窓

口
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�

　
問
合
せ
／
上
下
水
道
課

バ
ス・の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
回
数
券�

高
齢
者
の
購
入
に
助
成

　
路
線
バ
ス
や
の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
の
利

用
促
進
、
高
齢
者
の
外
出
支
援
の
た
め
に

実
施
し
ま
す
。
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
期
間
／
４
月
10
日
㈪
か
ら
　
対
象
／
４

月
１
日
現
在
で
町
内
在
住
の
70
歳
以
上
の

人
　
内
容
／
購
入
代
金
の
半
額
を
助
成
（
年

度
内
２
５
０
０
円
を
限
度
）　
そ
の
他
／

高
齢
者
専
用
バ
ス
回
数
券
は
高
齢
者
助
成

申
請
時
だ
け
の
販
売
で
、
京
都
京
阪
バ
ス

㈱
の
路
線
し
か
使
用
で
き
ま
せ
ん
。　
申

込
／
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免

許
証
な
ど
）
を
必
ず
持
参
　
問
合
せ
／
新

市
街
地
整
備
課

税
金
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で

　
町
税
の
納
付
は
指
定
し
た
預
貯
金
口
座

か
ら
自
動
で
引
き
落
と
さ
れ
る
口
座
振
替

が
便
利
で
す
。
納
期
ご
と
に
金
融
機
関
や

役
場
の
窓
口
な
ど
で
納
付
す
る
手
間
が
省

け
、
納
付
忘
れ
が
な
く
な
り
ま
す
。
一
度

申
し
込
む
と
毎
年
手
続
き
す
る
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん
。

ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス

　
取
扱
金
融
機
関
／
京
都
銀
行
、
京
都
信

古
紙・古
布
な
ど
の�

リ
サ
イ
ク
ル
に
補
助

　
不
要
に
な
っ
た
古
紙
・
古
布
な
ど
は
、
分

別
し
て
地
域
の
集
団
回
収
や
古
紙
回
収
業

者
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
自
治
会
や
子
供
会

な
ど
が
お
こ
な
う
古
紙
・
古
布
な
ど
の
集
団

回
収
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
の
団
体
／
営
業
を
目
的
と
せ
ず
、

古
紙
類
を
定
期
的
か
つ
継
続
的
に
資
源
回

収
業
者
に
引
き
渡
す
こ
と
が
で
き
る
団
体

（
事
前
に
団
体
登
録
が
必
要
）　
対
象
の
古
紙

類
／
新
聞
紙
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
古
布
・

雑
紙
　
内
容
／
回
収
量
１
㌔
㌘
あ
た
り
５
円

を
補
助
　
問
合
せ
／
産
業
・
環
境
政
策
課

猫
の
避
妊・去
勢
手
術
の�

費
用
な
ど
に
補
助
金

　
飼
い
猫
や
野
良
猫
の
繁
殖
や
増
加
を
抑

制
し
、
迷
惑
や
危
害
を
防
止
す
る
た
め
に

避
妊
・
去
勢
手
術
費
用
の
一
部
を
予
算
の

範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

　
対
象
者
／
町
内
に
住
所
を
有
し
、
町
税

を
完
納
し
て
い
る
人
　
対
象
経
費
／
飼
い

猫
な
ど
の
避
妊
・
去
勢
手
術
と
耳
カ
ッ
ト
施

術
に
要
す
る
費
用
（
手
術
に
至
ら
な
か
っ
た

と
き
の
診
察
費
用
・
処
置
費
用
な
ど
は
対

象
外
）　
内
容
／
１
匹
あ
た
り
５
千
円
を
上

限
に
補
助
（
費
用
が
５
千
円
未
満
の
と
き
は

該
当
の
費
用
額
を
補
助
。
端
数
が
あ
る
と

き
は
千
円
未
満
切
り
捨
て
）　
申
請
／
避
妊�

・
去
勢
手
術
を
行
っ
た
日
か
ら
６
か
月
以

内
に
、
①
獣
医
師
の
手
術
実
施
証
明
書
、
②

領
収
証
、
③
猫
の
正
面
と
全
身
の
写
真
各
１

枚
を
提
出
　
問
合
せ
／
産
業
・
環
境
政
策
課

農
業
者
年
金
は
公
的
終
身
年
金

　
農
業
従
事
者
が
加
入
で
き
る
積
立
方
式

の
年
金
で
、
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
に
で
き
ま
す
。

　
加
入
要
件
は
、
国
民
年
金
第
１
号
被
保

険
者
ま
た
は
国
民
年
金
任
意
加
入
者
で
、

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
65
歳
未

満
の
人
で
す
。

�
　
問
合
せ
／
農
業
委
員
会
事
務
局

�

（
産
業
・
環
境
政
策
課
内
）

便
所
水
洗
化
改
造
資
金�

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

　
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
地
域
の
家
庭
が
、
既
設
の
便
所
を
水

洗
便
所
に
改
造
す
る
な
ど
、
排
水
設
備
工

事
を
す
る
と
き
で
、
資
金
を
必
要
と
す
る

と
き
は
、
町
内
の
金
融
機
関
に
融
資
を
あ

っ
せ
ん
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
で
融
資
を
受
け
た
人
に
、
そ

の
融
資
の
利
子
補
給
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
対
象
／
供
用
開
始
後
、
新
築
す
る
建
物

で
な
い
こ
と
や
、
官
公
署
や
法
人
以
外
の

も
の
で
次
の
①
～
⑤
の
条
件
を
全
て
満
た
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み
ん
な
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

※税金や公共料金の納付は便利な口座振替をご利用ください。
※税金や保険料、保育料、上下水道料金はコンビニエンスストアでも納付できます。
※�税金や保険料、保育料は一部スマートフォン決済アプリでも納付できます。バーコード印字がない納付
書は使用できません。

用
金
庫
、
京
都
中
央
信
用
金
庫
、
ゆ
う
ち

ょ
銀
行
、
京
都
や
ま
し
ろ
農
協

申
込
／

税
務
課
に
預
貯
金
口
座
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

ー
ド
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
専
用
の
機
械

に
暗
証
番
号
を
入
力
す
る
こ
と
で
登
録
で

き
ま
す
。

口
座
振
替
納
付
依
頼
書
を
利
用

取
扱
金
融
機
関
／
京
都
銀
行
、
京
都
信

用
金
庫
、
京
都
中
央
信
用
金
庫
、
ゆ
う
ち

ょ
銀
行
、
京
都
や
ま
し
ろ
農
協
、
り
そ
な

銀
行
、
三
井
住
友
銀
行
、
み
ず
ほ
銀
行
、

関
西
み
ら
い
銀
行
、
南
都
銀
行

申
込
／

税
務
課
か
取
扱
金
融
機
関
に
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
（
口
座
振
替
納
付
依
頼
書
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
取
扱
金
融
機
関
へ

預
貯
金
通
帳
と
届
出
印
を
持
参
し
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
税
務
課

登
記
名
義（
所
有
者
）を
変
更
し
た
と
き

固
定
資
産
税
の
口
座
振
替
に
注
意

固
定
資
産
税
の
口
座
振
替
を
契
約
し
て

い
る
人
で
、
令
和
４
年
中
に
登
記
名
義
（
所

有
者
）
を
変
更
し
た
と
き
は
納
税
義
務
者

が
変
わ
る
た
め
、
口
座
振
替
は
継
続
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

単
独
名
義
の
固
定
資
産

新
所
有
者
が
口
座
振
替
の
申
込
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

共
有
名
義
の
固
定
資
産

共
有
者
の
構
成
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、

改
め
て
口
座
振
替
の
手
続
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
／
税
務
課

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
な
ど

課
税
台
帳
（
名
寄
帳
）
の
閲
覧
と
土
地

･

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行
い

ま
す
。
所
有
し
て
い
る
固
定
資
産
の
所
在

地
、
評
価
額
、
課
税
標
準
額
な
ど
を
記
載

し
た
「
課
税
台
帳
（
名
寄
帳
）」
で
、
年

税
額
な
ど
を
確
認
で
き
ま
す
。

ま
た
、
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を
記
載

し
た
「
縦
覧
帳
簿
」
で
、
所
在
地
別
に
評

価
額
を
縦
覧
で
き
ま
す
。
期
間
中
の
閲
覧

･

縦
覧
は
無
料
で
す
。

期
間
／
４
月
３
日
㈪
～
５
月
31
日
㈬
（
土

･

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
対
象
／
久
御

山
町
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者
（
縦
覧
は

土
地
だ
け
の
納
税
者
は
土
地
だ
け
、
家
屋

だ
け
の
納
税
者
は
家
屋
だ
け
に
限
ら
れ
ま

す
）
必
要
な
も
の
／
運
転
免
許
証
、
納

税
通
知
書
な
ど
本
人
確
認
の
で
き
る
書
類
。

相
続
人
は
戸
籍
謄
本
な
ど
が
必
要
。
代
理

人
は
委
任
状
が
必
要

問
合
せ
／
税
務
課

危
険
物
取
扱
者
試
験

日
時
／
６
月
４
日
㈰

場
所
／
Ｙ
Ｉ
Ｃ

京
都
工
科
自
動
車
大
学
校
（
京
都
市
）
種

類
／
全
種
全
類

そ
の
他
／
願
書
は
消
防

本
部
に
あ
り
ま
す
。
申
込
・
問
合
せ
／

書
面
申
請
＝
４
月
７
日
㈮
～
14
日
㈮
に
郵

送
で
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

京
都
府
支
部
（
〒
６
０
２-

８
０
５
４
京
都

市
上
京
区
出
水
通
油
小
路
東
入
る
京
都
府

庁
西
別
館
３
階
）
☎
０
７
５（
４
１
１
）０

０
９
５
へ
、
電
子
申
請
＝
４
月
４
日
㈫
～

11
日
㈫
に
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
力
、
問
合
せ

は
☎
０
５
７
０（
０
７
）１
０
０
０
へ

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
配
置

３
月
８
日
に
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
を
配
置
し
ま
し
た
。

１
５
０
０
㍑
水
槽
を
搭
載
し
、
浸
透
力

の
高
い
泡
を
生
成
す
る
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｓ
（
圧
縮

空
気
泡
消
火
装
置
）
に
よ
り
、
少
量
の
水

で
迅
速
な
消
火
活
動
が
可

能
で
す
。

車
両
上
部
に
は
、
動
力

付
き
梯
子
昇
降
装
置
や
全

方
向
を
有
効
に
照
ら
す
こ

と
が
で
き
る
照
明
を
搭
載
し
、
キ
ャ
ビ
ン

部
分
は
、
防
火
衣
な
ど
の
装
備
を
つ
け
た

状
態
で
の
活
動
性
を
向
上
す
る
た
め
、
ハ

イ
ル
ー
フ
化
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
電
動
ホ
ー
ス
カ
ー
や
、

炎
や
煙
で
視
界
の
悪
い
状
態
で
も
燃
焼
状

況
や
人
命
検
索
な
ど
を
行
え
る
熱
画
像
直

視
装
置
を
積
載
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
住
民
の
安
心
・
安
全
を
守

る
た
め
、
消
防
力
向
上
に
努
め
ま
す
。

問
合
せ
／
消
防
本
部

「あなたと私　個性輝く　未
あ
来
す
のくみやまづくり」

久御山町レインボウプラン（久御山町第３次
男女共同参画プラン）を策定

　性別に関係なく、お互いを尊重し合い、責任
を分かち合い、誰もが夢と希望を持ち、自分ら
しく生きることができる男女共同参画社会の実
現に向けた施策を総合的に推進するための新た
な計画として、「第３次男女共同参画プラン」を
策定しました。
　計画の本編はホームページや役場、ゆうホー
ルなどの公共施設で見ることができます。
　４月15日号の広報くみやまに折り込みで概
要版を全戸配布しますので、ご覧ください。
　小さな子どもから大人の皆さんまで、一緒に
男女共同参画について考えていきましょう。

問合せ／総務課

久御山町男女共同参画
推進キャラクター「くっぴー」

お友だちの
「やまねこさん」
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くみやま

催し掲示板

子ども読書本のしおりコンテスト
入賞作品巡回展示

　「第11回子ども読書本のしおり
コンテスト」入賞作品の展示を行
います。
▶���期間　４月６日㈭～９日㈰　
▶�場所　ゆうホール２階展示コー
ナー　※町内児童の応募作品（入
賞作品以外）は、図書館内に展
示しています。

▶���問合せ　図書館

生涯学習推進計画ワークショップ
　令和６～15年度の10年間の生
涯学習・スポーツ施策の方向を定
める「久御山町第３次生涯学習推
進計画」の策定に向け、住民の皆
さんから意見やアイデアを聴くワ
ークショップを開催します。
　生涯学習とは人々が生涯に行う
あらゆる学習のことで、学校教
育、家庭教育、社会教育、文化活
動、スポーツ活動、ボランティア
活動、趣味などさまざまな場や機
会において行う学習全てが生涯学
習といえます。
　皆さんの生活と深く関わり、人
生をより豊かなものとする生涯学
習について、一緒に考えてみませ
んか。
▶��日時　５月13日㈯　午後１時
30分～３時30分

▶�場所 ゆうホール２階交流ホール
▶�対象　町内在住・在勤・在学の
16歳以上の人

▶�定員　16人（先着）
▶�申込　要申込。４月25日㈫まで
▶�問合せ　生涯学習応援課

おもちゃ病院（おもちゃの修理）
　ボランティアグループ「おもち
ゃ病院」が行います。
▶��日時　４月８日㈯　午前９時
30分～正午（修理の受付は11時
まで）　

▶�場所　ゆうホール２階　
▶�内容　子どものおもちゃの修理
（ものにより修理できないとき
があります）　

▶�費用　無料（部品交換が必要な
ときは要実費）　

▶�その他　使わなくなった動くお
もちゃの寄付をお受けしていま
す。ボランティアを募集してい
ます。

▶��申込　不要　
▶�問合せ　社会福祉協議会

旧山田家住宅
春の特別公開・一般公開

　４月は一般公開に加え、「京都
の自然200選」に選ばれている前
川堤の桜の開花時期に合わせ、春
の特別公開を実施します。

問合せ／生涯学習応援課

春の特別公開
▶�日時　４月１日㈯～２日㈰　午
前９時～午後３時30分　

▶�場所　東一口35番地（京都京阪
バス「東いもあらい」バス停下車
徒歩９分）　

▶�費用　200円（入館料）※主屋内
は、庭からの見学になります。

▶�その他　巨椋池にちなんだ写真
展を同時開催します。

一般公開
▶�日時　４月６日㈭･ ８日㈯･16
日㈰　午前９時～正午（毎月第
１木曜日、第２土曜日、第３日
曜日）　

▶�場所　東一口35番地
▶�費用　200円（入館料）※主屋内
は、庭からの見学になります。

おこしやす こもれびプラザ
　なごやかな雰囲気で楽しく認知
症予防に取り組みます。
▶��日時　４月13日㈭　午後２時～
３時30分　

▶�場所 ゆうホール２階交流ホール
▶�内容　認知症予防ゲーム、腹話
術

▶�費用　無料　
▶�持ち物　飲み物　
▶�申込　はじめて参加する人は要
申込

▶�問合せ　社会福祉協議会

親子ニコニコ子育てサロン
▶�日時　４月19日㈬　午前10時
45分～正午　

▶�場所　みまきいちご農園（現地
集合）　

▶�対象　未就園の子どもと保護者　
▶�内容　いちご狩り　
▶�定員　10組（先着）　
▶�費用　１組千円　
▶�申込　要申込。４月３日㈪～12
日㈬　

▶�問合せ　社会福祉協議会
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笑顔の輪　ファミリーフェス
▶�日時　４月22日㈯　午前10時～
午後３時　
▶�場所　久御山中央公園　
▶�内容　ワークショップ・ハンド
メイド・キッチンカー・飲食・
いちご狩りの他、30店以上の出
店と、スポーツ体験・介護用品
体験・ふわふわ遊具など
▶�その他　小雨決行、雨天中止
▶�問合せ
　�主催：MAHALO MARCHE　
共催：建設課

▲詳細はこちら

短期手話講習会
プレ入門！一日手話体験

　５月から始まる手話教室の前に
皆さんの「手話ってどんなもの？」、
「続けられるかな？」そんな不安
を解消するため開催します。
▶��日時　４月26日㈬　午後７時～
８時30分　
▶�場所　ゆうホール３階視聴覚室
▶�対象　町内在住･在勤で手話に
興味のある15歳以上の人　
▶�定員　10人（先着）　
▶�費用　無料　
▶�申込　４月19日㈬まで。電話・
FAX・メール可。保育ルーム
を希望する人は事前に連絡して
ください。
▶��問合せ　福祉課

こころのサロン
　家にひきこもりがちで心の健康
に不安のある人を対象に、仲間と
すごすサロンを毎月開いています。
▶�日時　４月７日・21日㈮　正午
～午後３時　
▶�場所　役場５階コンベンション
ホール　
▶�内容　団らんやゲームなど　
▶�費用　無料　
▶�申込　不要　
▶�問合せ　福祉課

手話体験オープンが始まります
　町内で活動する手話サークル３
団体では、例会の見学、飛び入り
体験を随時受け入れています。ド
ラマを見て手話に興味をもった
人、手話を間近に見てみたい人は
ぜひ一度お越しください。
　町では、このような手話の裾野
を広げる活動を「手話体験オープ
ン」として後援しています。
▶��日時　下表
▶�場所　ゆうホールボランティア
ルーム
▶�費用　無料
▶�申込　不要
▶�問合せ　福祉課
手話サークル 例会の開催日時

いちご 第１・３水曜日
午後８時～

さくら 火曜日午前10時～

H
ハ ッ ピ ー
APPY 金曜日午後７時30分～

※毎週、例会があるとは限りません。

献血車がやって来る
▶�日時　４月16日㈰　午前10時
～ 11時45分、午後１時～４時　
▶�場所　イオンモール久御山　
▶�持ち物　本人確認ができるもの
（運転免許証・健康保険証など）　
▶�問合せ　国保健康課か京都府赤
十字血液センター☎075（603）
8800

出張がん個別相談のお知らせ
▶�日時　４月11日㈫、５月９日
㈫、６月13日㈫　午後１時30分
～３時30分　
▶�場所　京都府山城北保健所（山
城広域振興局宇治総合庁舎内）　
▶�相談員　京都府がん総合相談支
援センターの保健師か看護師
▶�費用　無料　
▶�申込　要申込。実施日の前日午
後４時まで
▶�その他　京都府がん総合相談支
援センターでは電話や対面相談
を月～金（祝日・年末年始を除
く）の午前９時～正午、午後１
時～４時に実施しています。
▶��問合せ　京都府がん総合相談支
援センター☎0120（078）394　

桜のつどいは中止
　東一口の前川堤沿いで例年３月
～４月に開催されている「桜のつ
どい」は、主催者の前川桜並木愛
護会が、新型コロナウイルス感染
症拡大防止の観点から中止と判断
されました。
　桜のつどいは中止となりました
が、前川堤沿いでは今年も桜の見
頃を迎えています。「京都の自然
200選」に選ばれている桜並木を
眺め、満開の桜を満喫してくださ
い。
▶��場所　東一口前川橋周辺
▶�行き方　京都京阪バス「東いも
あらい」バス停下車すぐ、のっ
てこタクシーで「23番　前川
橋」下車すぐ
▶�その他　駐車場はありませんの
で、公共交通機関や自転車、徒
歩でお越しください。
▶��問合せ　産業・環境政策課
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ごみカレンダー 問住民課生活衛生係４月

使用済小型家電・小型充電式電池は、役場１階ロビー、ゆうホール、クロスピアくみやまに設置している回収ボックスへ。
古紙・古布などは地域の集団収集か回収業者に出しましょう。集団収集を実施する団体には補助金が出ます。
※１　�ペットボトルのキャップとラベルは「プラマーク製品」として出してください。
※２　�毎月第２水曜日に地域の集会所などの指定場所に容器に入れて出してください。ごみステーションは指定場所ではありません。

役場庁舎南側のごみ収集車の車庫内に回収場所を常設しています（平日午前８時 30 分～午後５時15 分）。

収集地域 燃やす
ごみ

燃やさない
ごみ

プラマーク
製品※１

ペットボトル 
紙パック

缶
ビン

天ぷら
油※２

大型
ごみ

佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間 月・木曜日 火曜日 金曜日

５日
19日

12日
26日

12日 事前
予約制
（有料）

田井、荒見、下津屋、下津屋ハイツ、島田、東島田、�
坊之池、森、野村、村東 月・木曜日 金曜日 火曜日

下津屋団地 火・金曜日 金曜日 火曜日

松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、大橋辺、リーヴァ淀、
北川顔、藤和田、近協パレス、中島、西一口、東一口、相島 火・金曜日 月曜日 木曜日

栄１・２丁目、栄３・４丁目、清水、ハイツ西宇治、林、
西武西林、ミサワ林 火・金曜日 木曜日 月曜日

東佐山団地、久御山団地（17～29棟前のごみの集積所） 火・金曜日 水曜日 水曜日

久御山団地（３～５棟、７棟、10～14棟、34～41棟、
43～44棟前のごみ集積所） 水・金曜日 水曜日 水曜日

し尿 くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はその翌日）に、
城南衛生管理組合☎075（631）5171へ連絡してください。

４月20日㈭
藤和田・島田・東島田・東一口（国道１号以
東）・森（国道１号以東）・森村東（国道１号
以東）・野村・野村村東・佐山・新開地・佐
古・清水・林・市田・田井・荒見・下津屋

４月21日㈮
大橋辺・北川顔・坊之池・森（国道１号以西）・
森村東（国道１号以西）・西一口・中島・相島�
東一口（国道１号以西）

問合せ一覧　久御山町役場（代表）　☎075（631）6111／0774（45）0001　 075（632）1899

総　務　課　☎（631）9991/（45）3922
somu@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

企画財政課　☎（631）9992/（45）3924
kikaku@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

税　務　課　☎（631）9926/（45）3908
zeimu@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

住　民　課　☎（631）6114/（45）0014
jumin@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

住民課生活衛生係　☎（631）9917/（45）3907
※�家庭系ごみに関する問い合わせは、
生活衛生係へ

子育て支援課　☎（631）9904/（45）3905
kosodate@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

福　祉　課　☎（631）9902/（45）3902
fukushi@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

地域包括支援センター
☎075（631）9902/（45）3902
075（632）5933

国保健康課　☎（631）9913/（45）3906
kokuho@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

産業・環境政策課　☎（631）9964/（45）3914
sangyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

上下水道課　☎（631）9987/（45）3919
suido@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）0086

建　設　課　☎（631）9961/（45）3912
kensetsu@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

新市街地整備課　☎（631）9903/（45）3904
shigaichi@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

学校教育課　☎（631）9974/（45）3917
gakkyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6129

生涯学習応援課　☎（631）9980/（45）3918
shogai@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6129

議会事務局　☎（631）9996/（45）0105
gikai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）3000

会　計　課　☎（631）9932/（45）3909
kaikei@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

消 防 本 部　☎075（631）1515
shobo@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5382

図　書　館　☎0774（45）0003
toshokan@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）5690

まちの駅クロスピアくみやま
☎075（632）2300
075（632）2001

社会福祉協議会
☎075（631）0022・ （632）3001

子育て支援センター あいあいホール
☎0774（41）2263・ （41）2283

老人福祉センター 荒見苑
☎0774（44）3405・ （44）7801

健康センター いきいきホール
☎0774（41）3466・ （44）1199

ふれあい交流館 ゆうホール
☎0774（45）0002・ （46）5610

総合体育館
☎0774（44）3700・ （44）2203

スポーツ協会（総合体育館内）
☎0774（44）2205・ （44）2203

みまきこども園
☎・ 075（631）4531

さやまこども園
☎・ 0774（43）8644

とうずみこども園
☎・ 0774（44）4966

ごみの分別で迷ったらごみ分別辞典
「久御山町　ごみサク」で検索！
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人口と世帯（３月１日現在） 防災行政無線の放送内容が聞きとれ
ないときは、お電話ください。
テレフォンサービス（有料）
☎075（631）1280
☎0774（46）6651　問合せ／総務課

人 口 計	 15,483人	 （−６）
男　　性	 7,675人	 （−８）
女　　性	 7,808人	 （＋２）
世 帯 数	 7,293世帯	 （−１）

※（　）は前月比

４月 相談
相談名 内容 期日 時間 場所 申込・問合せ

女性相談
女性を対象とした
相談や電話相談

（夫婦関係や子育ての問題など）

11日㈫
25日㈫

午前11時
～午後２時 非公開

前日までに総務課へ
定員に満たない
ときは当日も受付

行政相談 国の仕事の
要望や苦情の相談 11日㈫ 午前10時

～午後３時 役場１階相談室１ 総務課

人権擁護相談 差別やいじめなど
人権の相談 11日㈫ 午前10時

～午後３時 役場１階相談室１ 住民課

大人から子どもまで
障害・発達障害相談

町内在住の障害のある人や
その家族を対象とした相談 13日㈭ 午前10時

～午後３時 役場１階相談室１ 福祉課
（要申込）

こどもの育ち・
おとなの自立相談

障害や発達障害、ひきこもり
など本人やその家族を対象と

した相談

毎週月曜日
（祝日を除く）

午後４時
～６時

久御山しみずの里
地域交流スペース

福祉課
（要申込）

くらしと
しごとの相談

家庭の事情や失業、生活の
立て直しで困っている人を

対象とした相談
５日㈬ 午前10時

～正午 役場１階相談室２
京都府山城北
保健所綴喜分室
☎0774(63)5745

すこやか養育相談 子育てなどの相談 20日㈭

午後１時～４時
（電話での相談
は毎週木曜日
の午前11時～
午後４時まで）

みまきこども園
さやまこども園
とうずみこども園

みまきこども園
さやまこども園
とうずみこども園

消費生活相談 消費者トラブルの相談 毎週木曜日
（祝日を除く）

午後１時
～４時 役場２階会議室22 産業・環境政策課

教育相談 幼児･児童･生徒や保護者を
対象とした子育て・教育の相談

火～金曜日
（祝日を除く）

午前10時
～午後５時

ゆうホール２階
教育相談室

教育相談室
☎0774（46）5640

弁護士法律相談 町内在住・在勤者を
対象とした弁護士相談 20日㈭

午後１時
～３時30分

（相談時間は
25分程度）

地域福祉センター
１階相談室

社会福祉協議会
（定員６人）

司法書士相談 町内在住・在勤者を対象とした
相続、登記に関する相談 27日㈭

午後１時30分
～４時

（相談時間は
25分程度）

地域福祉センター
１階相談室

社会福祉協議会
（定員６人）

心配ごと相談 日常生活の心配ごとの相談 13日㈭
27日㈭

午後１時
～４時

地域福祉センター
１階相談室 社会福祉協議会

ふれあいテレホン
相談 電話による相談 — 午前８時30分

～午後５時 — 社会福祉協議会
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みんなのひろば 広報に掲載された人で、希望者には写真を差し上げます。
役場３階総務課秘書広報係へお越しください。
来庁が困難なときはご相談ください。

学生団体学生団体KK
く み ん くく み ん く

minKminKが講師が講師

初心者向けスマホ教室
　２月27日・28日に役場５階コンベンションホール
とゆうホールで開催し、23人が参加しました。京都
文教大学の学生団体「K

く み ん く

minK」が講師を務め、インタ
ーネットを使うときの注意点やインターネット上に潜
む危険を説明しました。その後、Youtubeの見方や
地図の開き方などを丁寧に教え、スマホの便利さや楽
しさを伝えました。

▲スマホの操作方法を教わる参加者

大切に育てたスイセンを届ける大切に育てたスイセンを届ける

人権の花運動
　２月28日、御牧小学校の４年生が楽生苑、田井交
番、みまきこども園に「人権の花」を届けました。
「人権の花」は、児童たちが昨年10月に球根から植
え付けをし、大切に育てたものです。４年生代表の
清
きよやま

山智
ともたか

敬さんは、「思いやりを込めて育てる気持ちが
大切だとわかった。これからもこの気持ちを大切に
していきたい」と話しました。

▲�「大切に育てた花です」と言って、田井交番に
花を届ける児童

はじめての抹茶体験はじめての抹茶体験

お茶の学習
　２月３日、佐山小学校で５年生がお茶の学習をし
ました。令和３年度に全国茶品評会で１等１席を獲
得した阪

さ か た

田広
ひ ろ き

樹さんが、お茶の栽培方法や成分など
を説明。玉露と煎茶を飲み比べ、茶葉を太陽に当て
るかどうかで味や香りが変わることを実感しまし
た。授業の最後には児童自らが抹茶を点

た

て、日本一
の抹茶を味わいました。

ちゃんと歩けば効果倍増ちゃんと歩けば効果倍増

歩くまちシンポジウム
　２月25日、役場５階コンベンションホールで理
学療法士の板

い た や

矢悠
ゆうすけ

佑さんを講師に開催し、約80人
が参加しました。膝への負担が少ないセーフティ
ウォーキングを紹介し、「①無理のない歩幅で歩く、
②歩幅をとった歩行、③キャッチ歩行」の３つのポ
イントを説明。板矢さんは、「自分に合ったペースで
１日8000歩を目標に歩いて」と呼びかけました。

▲正しい歩き方を練習する参加者▲ほとんどの児童が初めて抹茶を飲みました
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今日の色　※毎時00～10分（10分間）
▶～１日㈯
青…ブルーリボンキャンペーン

　（大腸がん啓発月間（３月））
▶２日㈰～８日㈯
青…世界自閉症啓発デー（４/２）

　※平成19年開催の国連総会にて決定
▶９日㈰～15日㈯　

黄黄…法テラスの日（４/10）
▶16日㈰～22日㈯　
水色…科学技術週間（４/17～23）
※科学技術の振興を図るため文部科学省が設定

▶23日㈰～29日（土・祝）
白白…こどもの読書週間（４/23～５/12）

▶30日㈰～
黄黄・緑…ゴールデンウィーク
基本色　※毎時10～00分（50分間）
①素材色（白白）
②春をイメージした色
（ピンク～紫～水色～白白～赤）

くみやま夢タワー137 ４月のライトアップ
点灯時間　日没後～24時

タワー137 ４月のライトアップ

ロゴマークの使用
申請はこちらから

創業360年の伝統を受け継ぐ京の名匠

義
よしさだ
定刃

はも の
物

住所	 久御山町佐山新開地82番地１
TEL	 0774（44）0748

▶応募
４月14日㈮締切り（消印有効）
①クイズの答え、②住所、③氏名、④電話番号、⑤広報紙への感想
を書いて、ハガキかメールで応募してください（１人１通に限る）。
＜ハガキ＞〒613-8585　久御山町島田ミスノ38番地
　　　　　久御山町役場総務課「広報プレゼントクイズ」係
＜メール＞somu@town.kumiyama.lg.jp
　　　　　件名を「広報プレゼントクイズ」としてください。

クイズ
Ｑ 久御山町の在留外国人の人数は？

（令和４年12月現在）（ヒントはP２~３）

今月のプレゼントは、義定刃物の「包丁」。
義定刃物では、ひとつひとつ職人の手で
刃物作りが行われています。研ぎ上げら
れた刃物は丈夫で抜群の切れ味が持続。
一般家庭の台所用途から職人の専用道具
まで幅広く作られ、オンラインショップ
でも販売されています。

あなたのお店をPRしませんか。広報プレゼントクイズの賞品を提供していただけるお店を募集して
います。詳細は総務課秘書広報係までご連絡ください。 ☎075（631）9991／☎0774（45）3922

▲詳細は、
店舗ホームページ

今月のプレゼントクイズ（５名様）
クイズとアンケートに答え、応募いただいた正解者の中
から抽選でプレゼントが当たります。当選者の発表は、
発送をもってかえさせていただきます。
※個人情報は、賞品の発送のみに使用します。

義
定
刃
物
の「
ミ
ニ
包
丁
」

（
刃
わ
た
り
８
㌢
㍍
）

今月の三行詩
おかあさん　いつもゆいたいことある　ありがとう� （伊

い ざ わ

澤 優
ゆ う と

翔さん／佐山小学校２年）
ばんごはんは　かぞくとはなせる　いいじかん� （西

に し だ

田 昌
ま さ や

矢さん／佐山小学校２年）
　※令和４年度の選考時での学年です

楽しい子育て全国キャンペーンで募集があった「家庭教育や命の大切さ」をテーマとした作品です。
問合せ／生涯学習応援課

（先月のクイズの答え
は「産後ケア事業」。応
募総数は47通でした）
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SNS
久御山町の情報を、インターネットやSNSな
どで発信しています。下記QRコードから読
み取り、アクセスすることができます。

lyric_poem.fourseasons_

noukachan jm_pika

yoshisadahamono

４月の健診・相談・教室 問子育て支援課※母子健康手帳を必ずお持ちください。

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、「相談・教室」は予約制としています。パパ&ママ教室（ヨガクラス）以外は、個別対応としています。

相談・教室 期日 受付時間 対象 場所 内容

パパ＆ママ教室
　（個別相談）　

12日㈬
午後１時～３時

①妊婦とその家族　
②�おおむね10か月ま
での子どもと産婦

保健
センター

妊娠、出産、産後、母乳の相談
※２日前までに要申込

パパ＆ママ教室
（ヨガクラス） 午後１時～１時10分 ６か月までの子どもと

産婦（定員５人）
産後ヨガ、離乳食の話
※２日前までに要申込

乳幼児相談 11日㈫ 午前９時30分～11時30分 乳幼児 発達・育児・栄養などの相談（要申込）

子育て･発達相談
（出張相談）

10日㈪
17日㈪
24日㈪

午前９時～午後４時30分 おおむね中学校卒業ま
での子どもの保護者

あいあい
ホール

あいあいホールの休館日を利用して、
保健師などが育児や発達に関する相談

をお受けします（要申込）

健診 期日 受付時間 対象 場所 内容

３～４か月児健診 25日㈫

対象者に受付時間をずらして案内します。 保健
センター

医師による健康診査、ブックスタート
離乳食・保育などの指導

10か月児健診 18日㈫ 医師による健康診査
離乳食・保育などの指導

１歳８か月児健診 14日㈮ 医師、歯科医師による健康診査
身体的・精神的な発達指導

２歳６か月児歯科健診 20日㈭ 歯科医師による健康診査
身体的・精神的な発達指導

３歳児健診 21日㈮ 医師、歯科医師による健康診査
身体的・精神的な発達指導

「#ええとこくみやま」をつけて、く
みやまのええとこを探しましょう。

町政やイベント情報など、久御山
町の旬な情報を発信しています。

HP 久御山町

アプリをダウンロードして、広
報紙をお手軽に！

久御山町公式チャンネルです。
PR動画などを配信しています。

久御山町公式LINE

「友達登録」をして、「ホッと」
な情報を受け取りましょう。
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図書館だより
●開館時間
火～金曜日　：午前９時 30分～午後７時
土・日・祝日：午前９時 30分～午後５時
●４月の休館日
３日㈪、10日㈪～ 14日㈮、17日㈪、24日㈪、30日㈰
※蔵書の特別整理のため４月11日㈫から14日㈮まで休館します。

木挽町のあだ討ち
永井　紗耶子／著　新潮社

　芝居小屋が立つ木挽き町で、
父親の仇討ちを見事に果たした
菊之助。二年後、目撃者に話を
聞いて回る若侍は、隠されてい
た事件の真相に迫っていく。

猫にならって
佐川　光晴／著　実業之日本社

　猫たちの生き方は今の自分に
重なることが多く…。高校生・
獣医師など、猫に感化された人
間たちの人生模様を優しいタッ
チで描く連作短編小説。

あした、弁当を作る。（児童書）
ひこ・田中／著　講談社

　中学生になったタツキは、お
母さんから干渉されることが急
にイヤになり…。これは反抗
期？それとも成長期？タツキは
弁当を自分で作ると宣言する。

こっちとあっち（絵本）
谷川　俊太郎／文　樋勝　朋巳／絵　クレヨンハウス
　ぼくがいる「こっち」と、友
だちがいる「あっち」。友だちが
「こっち」に来てくれたけれど、
けんかになってしまい…。自分
の変化を淡い色と言葉で表す。

メイド・イン京都
藤岡　陽子／著　朝日新聞出版

　婚約者の実家に移住した美咲
は慣れない生活に疲れ、趣味で
あるTシャツづくりに没頭する。
美咲のTシャツは次第に評価さ
れ、ものづくりの道へ進み出す。

京都花の寺社巡礼図鑑　
蔭山敬吾／文　水野克比古／写真　G.B.
　京都には約二千もの寺社が存
在する。その中から「花の美し
い88寺社」をピックアップし、
美しい写真と共に紹介する一冊。

修学旅行が楽しくなる　仏像
“ここ見て”調査隊（児童書）
中村文人／著　宮澤やすみ／監修　くもん出版
　京都で有名な仏像たち。どれ
も同じように見えてしまうけれ
ど実はそれぞれおもしろい特徴
がいっぱい！

神社のえほん（絵本）
羽尻　利門／作　あすなろ書房

　初詣やお宮参りなど神社は身
近な存在だけど、神社にあるも
のって何のためにあるの？鳥

とりい
居

や手
ちょうずや
水舎などそれぞれの役割を

紹介する絵本。

もっと京都を知るために４月の新着図書を
紹介します

新着図書 テーマ図書

文化庁が京都に
やってきた！April

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令和５年２月15日から令和５年３月14日までの受付分（敬称略）

地
区
名

　
　出
生
児

��

　
　父
・
母

島
田

　
　
　岩い

わ
た田

望み
ゆ
う優

　
　峻
一
・
美
生

島
田

　
　
　大お

お
や
ぎ

八
木
陸り
く
と翔

　
　悠
司
・
ま
や

林
　
　
　
　田た

な
か中

泰た
い
し
ん心

空く
う
し
ん心

　
　翔
太
・
薫

林
　
　
　
　中な

か
こ
う
じ

小
路
澪れ

お桜
　
　篤
樹
・
清
花

林
　
　
　
　林は

や
し

　
　桃と

う
り莉

　
　裕
平
・
海
希

市
田
　
　
　井い

の
う
え上

富ふ
じ
ろ
う

士
郎
　
　兼
一
・
優
子

市
田
　
　
　古ふ

る
さ
わ沢

　
　善ぜ

ん

　
　
　駿
・
美
里

栄
　
　
　
　入い

り
え江

海か
い
と斗

　
　洋
司
・
治
奈

お
誕
生

ご
結
婚

地
区
名

　
　
　
　夫
の
氏
名
・
妻
の
氏
名

佐

古
　
　
　小
田
原
健
介
・
栞
奈

佐

古
　
　
　丸
井

秀
道
・
美
樹

佐

古
　
　
　宮
村

　
　昇
・
安
里
沙

林
　
　
　
　
　高
橋

悠
也
・
美
月
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ヘルシークッキング　Vol.291

作り方
①�白ねぎは５㎜間隔で浅く切り込みを入れながら長さ３㎝
に切る。エリンギは厚さ１㎝幅１㎝長さ２～３㎝の棒状
に切る。鶏肉は一口大にそぎ切りにする。
②�フライパンにバターを中火で溶かし、鶏肉、白ねぎ、エリ
ンギを入れる。全体に焼き色がつき、白ねぎがしんなりと
したら、小麦粉をふり入れ、粉っぽさがなくなるまで混ぜる。
③�牛乳を少しずつ加え、その都度よく混ぜる。全体にとろみ
がついたら、塩、粗挽き黒こしょうをふり火を止める。グ
ラタン皿に入れ、ピザ用チーズとパン粉を散らす。オーブ
ントースターで全体にこんがりと焼き色がつくまで７～
８分焼く

鶏肉とねぎの
クリームグラタン

※みんなのペットも募集中です。

　チーズと牛乳でたんぱく質とカルシウムが
とれるグラタン。
　手間のかかるホワイトソースも具材と一緒
に小麦粉を炒めるとダマになりにくく、上手
に仕上がります。

久御山町国保健康課

エネルギー　334キロカロリー／１人分
塩分　　　　1.2ｇ

●材料（２人分）
白ねぎ�２本（200ｇ～240ｇ）
鶏むね肉���������������������������� 150ｇ
エリンギ��������������������������������１本
バター���������������������������大さじ１
小麦粉���������������������������大さじ２

牛乳��������������������������������１カップ
塩���������������������������������������������少々
粗挽き黒こしょう��������������少々
ピザ用チーズ����������������������30ｇ
パン粉���������������������������大さじ１

＝イタリアンドレッシング＝
オリーブ油���������������������小さじ２
酢�������������������������������������小さじ２
おろしにんにく �������������������� 少々
塩 ��������������������������������������������� 少々
こしょう��������������������������������� 少々

アイドル
☆くみやまっ子の元気な笑顔を募集中☆

＜対象＞町内在住のお子さん
＜応募方法＞メールタイトルを「わがやのアイドル応募」とし、本文に、
①お子さんの氏名（ふりがな）、②生年月日、③保護者の氏名、④住所、
⑤電話番号、⑥お子さんへのコメント（30字程度）を記入し、somu@
town.kumiyama.lg.jp（秘書広報係）へ。
※�お子さんが２人以上のときは、それぞれの名前がわかるように記入して
ください。（例＝右の子が太郎で、左の子が次郎です）

申込はこちら

わ
がや

の

宮
みやざ き

﨑 樹
たつき

・咲
さ き

樹ちゃん

パパ・ママからの一言
大きくなっても
兄妹仲良しでいてね♡

お出かけ好きなあやとくん
沢山お出かけして
沢山思い出作ろうね♪

パパ・ママからの一言

中
なかむら

村 綾
あ や と

翔ちゃん
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